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第９回 日展（２０２２）　　　　特選　　山襞の影　　会員　　赤澤　寧生

　
　
ご
あ
い
さ
つ

赤
澤
　
寧
生
　

　

こ
の
度
、
第
九
回
日
展
で
特
選
を
賜
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
恵
ま
れ
た
環
境
全
て
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

幼
少
の
こ
ろ
よ
り
日
賀
野
東
華
先
生
の
奥
様
の
ス
ミ
様
に
可
愛
が
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
心
の
奥
で
覚
え
て
お
り
ま
す
。
臥
龍
会
長
夫
人
の
静
子
様

よ
り
、
琢
先
生
の
洋
服
の
お
下
が
り
を
頂
い
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
も
懐
か
し

い
想
い
出
で
す
。

　

四
歳
か
ら
お
習
字
ら
し
き
こ
と
を
始
め
た
よ
う
で
す
が
、
中
学
校
一
年
生

の
時
に
「
臥
龍
」
の
大
人
の
部
に
出
品
を
始
め
ま
し
た
。
私
の
書
道
人
生
の

ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
に
松
島
堂
の
「
散
懐
」
と
い
う
当
時
一
万

円
し
た
羊
毛
長
鋒
筆
を
父
か
ら
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
生
に
な
り
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
筆
を
買
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
は
、
そ
の
筆
一
本
で
半
紙

の
楷
書
・
行
書
・
草
書
、
条
幅
も
書
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
多
種
多
様
な
筆

を
所
有
し
て
い
ま
す
が
、
今
で
も
そ
の
「
散
懐
」
が
、
私
に
と
っ
て
一
番
大

切
な
筆
で
す
。

　

当
時
の
臥
龍
紙
面
の
ス
タ
ー
は
、
王
鐸
風
流
動
美
の
関
根
光
碩
先
生
、
速

度
感
が
ス
リ
ル
を
感
じ
さ
せ
る
久
津
美
碧
洋
先
生
、
朴
訥
で
存
在
感
の
あ
る

作
風
の
中
津
原
軒
陽
先
生
、
温
か
く
朗
ら
か
な
鈴
木
源
泉
先
生
…
憧
れ
の
書

線
を
毎
月
見
せ
て
い
た
だ
き
勉
強
し
ま
し
た
。

　

手
本
執
筆
や
審
査
長
を
お
勤
め
だ
っ
た
、
父
の
師
、
七
海
水
明
先
生
に

時
々
作
品
を
誉
め
て
い
た
だ
い
た
り
、
ご
注
意
を
い
た
だ
け
た
こ
と
も
少
年

書
道
人
に
は
と
て
も
刺
激
的
で
感
動
的
で
し
た
。

　

作
品
は
、
自
分
の
感
性
で
感
覚
的
に
感
情
的
に
生
み
出
す
も
の
。
突
然
変

異
的
な
き
っ
か
け
で
傑
作
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、
反
古
ま
み
れ
（
沢

山
書
い
て
紙
に
埋
も
れ
る
こ
と
）
に
な
り
な
が
ら
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
臥
龍
」
の
先
生
方
に
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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そ
れ
か
ら
三
年
後
、
漸
く
五
段
に
昇
進
し
鄭
道
昭
鄭
羲
下

碑
、
米
芾
蜀
素
帖
の
臨
書
作
品
が
首
位
賞
に
な
り
書
を
続
け

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
一
月
、
私
の
回
復
と
引
き
換
え
に
、
三
十
九

年
間
連
れ
添
っ
た
家
内
が
持
病
の
急
変
に
よ
り
死
去
し
、
生

前
言
っ
て
い
た
「
将
来
家
で
子
ど
も
さ
ん
達
に
書
を
教
え
ら

れ
た
ら
良
い
ね
」
の
実
現
を
見
な
い
ま
ま
の
旅
立
ち
で
し
た
。

　

平
成
十
六
年
十
月
、
六
回
目
の
挑
戦
で
念
願
の
漢
字
教
範

に
合
格
し
、
二
月
の
「
躍
龍
た
ち
の
宴
」
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
雪
の
降
ら
な
い
静
岡
か
ら
、
全
く
経
験
し

た
事
の
な
い
寒
風
に
マ
フ
ラ
ー
を
忘
れ
た
事
に
気
づ
き
、
西

武
百
貨
店
に
と
び
込
み
買
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
、
い
よ
い
よ
教
室
の
開
設
準
備
、
知
人
の
お

孫
さ
ん
を
皮
切
り
に
六
名
の
小
学
生
を
迎
え
て
書
道
教
室
の

誕
生
で
し
た
。
開
設
の
準
備
に
は
恩
師
坂
井
恵
堂
先
生
（
ご

高
齢
の
為
書
道
教
室
閉
講
）
宅
の
机
を
譲
っ
て
い
た
だ
き
、
更
に
「
洗
心
」
の
教
室
名
も
頂
き
、

改
め
て
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
子
ど
も
達
相
手
の
教
室
と
自
分
自
身
の
書
作
品
等
で
毎
日
が
忙
し
く
、
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。
中
で
も
平
成
二
十
一
年
八
月
号
の
臥
龍
誌
に
王
羲
之
蘭
亭
叙

の
臨
書
作
品
が
初
め
て
特
選
で
掲
載
さ
れ
、
更
に
大
塚
清
岳
先
生
過
分
な
る
選
評
を
い
た
だ
き
大

変
に
感
激
致
し
ま
し
た
。
そ
の
作
品
、
臥
龍
誌
の
写
真
を
利
用
し
記
念
と
し
て
、
先
生
の
選
評
付

き
で
布
に
印
刷
、
壁
掛
け
と
し
て
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
か
な
は
漢
字
よ
り
四
年
後
の
開
始
で
し
た
。
日
常
漢
字
作
品
を
優
先
す
る
為
、
か
な
は

ど
う
し
て
も
疎
か
に
な
り
、
優
位
で
六
年
余
り
の
足
踏
み
苦
労
、
教
範
に
な
る
ま
で
十
三
年
か
か

り
ま
し
た
。
そ
の
か
な
も
元
号
が
変
わ
っ
た
令
和
元
年
、
市

民
文
化
祭
に
於
い
て
市
長
賞
を
受
賞
、
読
売
書
法
展
も
毎
年

応
募
し
、
現
在
は
更
に
日
展
に
も
挑
戦
を
し
て
い
ま
す
。

　

何
と
言
っ
て
も
良
い
思
い
出
は
、
六
回
参
加
し
た
「
躍
龍

た
ち
の
宴
」
で
し
た
。
日
賀
野
会
長
を
は
じ
め
諸
先
生
方
や

会
員
の
皆
様
と
親
交
を
深
め
、
楽
し
い
一
夜
を
過
ご
し
た
事

で
す
。
中
で
の
先
生
方
の
揮
毫
色
紙
や
、
業
者
さ
ん
提
供
の

書
道
用
品
の
抽
選
会
は
楽
し
み
の
一
つ
で
、
私
も
福
岡
俊
介

先
生
の
色
紙
と
良
寛
の
「
述
懐
の
歌
」
が
当
た
り
、
今
で
も

大
切
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

書
を
志
し
て
二
十
八
年
、
目
標
に
は
程
遠
い
現
在
で
す
が
、

残
り
少
な
い
人
生
を
楽
し
く
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
臥
龍
会
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。	

（
昭
和
十
三
年
生
・
八
十
四
歳
）

　

こ
の
度
は
、
臥
龍
会
創
立
八
十
周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昭
和
五
十
年
代
前
半
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
健
康
に
良
い
と
大
流
行
し
た
頃
、
私
も
運
動
不
足
と
ス

ト
レ
ス
解
消
の
為
に
走
り
、
海
外
の
ホ
ノ
ル
ル
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
大
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

気
が
付
い
た
ら
五
十
七
歳
、
年
々
体
力
と
記
憶
力
は
衰
え
る
ば
か
り
、
惚
け
な
い
為
に
書
を
習

う
事
に
し
ま
し
た
。
動
機
は
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
頂
く
年
賀
状
、
素
晴
ら
し
い
筆
文
字
で
書
い

て
あ
り
、
美
し
い
文
字
が
書
け
た
ら
ど
ん
な
に
良
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
も
な
く

し
て
勤
務
先
の
機
械
設
計
部
長
の
父
親
が
書
道
教
室
を
遣
ら
れ
て
い
る
情
報
を
聞
き
、
早
々
入
門

す
る
事
に
し
ま
し
た
。
平
成
七
年
阪
神
淡
路
大
震
災
が
あ
っ
た
時
、
牧
之
原
市
（
旧
榛
原
郡
榛
原

町
細
江
）
の
洗
心
書
道
教
室
、
坂
井
恵
堂
先
生
に
御
指
導
し
て
頂
く
事
に
な
り
、
同
時
に
臥
龍
会

に
入
会
し
ま
し
た
。
初
め
て
手
に
し
た
臥
龍
誌
の
教
範
位
一
覧
表
に
静
岡
県
出
身
の
先
生
方
が
多

い
の
に
吃
驚
し
、
中
で
も
私
達
の
住
ん
で
居
た
藤
枝
市
在
住
の
桜
井
琴
風
先
生
、
池
谷
流
外
先
生
、

大
井
碧
水
先
生
の
名
前
も
み
え
、
こ
の
様
に
多
く
の
先
生
が
既
に
学
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

り
、
一
層
臥
龍
誌
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。

　

入
会
し
て
四
か
月
目
、
五
月
号
の
臥
龍
誌
「
園
木
警
珍
枕
」
、
七
月
号
に
「
面
壁
九
年
」
と
行

書
作
品
が
掲
載
さ
れ
坂
井
先
生
か
ら
、
良
か
っ
た
ね
！
お
め
で
と
う
と
誉
め
て
い
た
だ
き
嬉
し

か
っ
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

二
年
目
の
夏
、
早
朝
の
事
で
し
た
起
床
の
時
立
ち
上
が
れ
な
い
の
で
す
。
早
速
病
院
に
急
行
し

診
断
の
結
果
脳
梗
塞
と
宣
告
さ
れ
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
「
何
で
私
が
」
と
健
康
に
は
自

信
が
あ
っ
た
だ
け
に
お
先
真
暗
ら
の
心
境
で
し
た
。
右
半
身
不
随
で
右
手
右
足
が
使
え
な
く
、
そ

の
上
言
語
障
害
等
あ
り
全
く
途
方
に
く
れ
ま
し
た
。
入
院
し
て
三
日
目
よ
り
大
変
な
リ
ハ
ビ
リ
訓

練
開
始
で
す
。
午
前
歩
行
訓
練
、
午
後
作
業
療
法
と
言
語
訓
練
を
毎
日
続
け
、
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
し
た
が
回
復
に
向
か
い
一
か
月
余
り
で
退
院
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
右
手
も

暇
が
有
れ
ば
絶
え
ず
胡
桃
（
ク
ル
ミ
）
の
実
を
三
個
同
時
に
握
り
、
手
の
平
に
刺
激
を
与
え
、
握

力
を
強
化
し
て
最
低
限
の
事
は
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
肝
心
な
書
と
な
る
と
筆
の
握
り
圧
力
が
充
分
で
な
く
、
毎
月
書
く
作
品
の
成
績
は
、
は

か
ば
か
し
く
な
く
、
書
道
は
止
め
よ
う
か
と
思
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

臥
龍
会
創
立
八
十
周
年
の
節
目
に
寄
せ
て
―
⑬

「
書
と
共
に
二
十
八
年
」

太
　

田
　

英
　

山

（
静
岡
県
・
洗
心
支
部
代
表
）
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小中学生
今月の最優秀作品

筆
を
し
っ
か
り
立
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
線
。
明
る
い
作
品
で
す
。（
石
川
子
澄
評
）

栃
木
県　

鹿
沼
市
立
楡
木
小
学
校
六
年　

栃
木
支
部　

四
段	

中な
か

田だ　

風か

澄す
み

●よろこびのひとこと
　最優秀賞に選んでいただきありがとうございます。とてもうれしいです。
これからも先生方に感謝しながら上達できるよう頑張ります。

●指導…中田　佳子先生のひとこと
　最優秀賞おめでとう。書きはじめると納得いくまで書く根性はすばらし
いと思います。これからも頑張ってください。
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半
紙
部 

漢
字
科

編
集
部
記

　

楷
書　
　
　
「
天　

地　

神　

明
」

日
賀
野　
　
　

琢　

書
・
解
説　

課
題
文
字
解
説

　

「
天て
ん　

地ち　

神し
ん　

明め
い

」

　

天
地
の
神
々
の
意
。

「
神
明
」
は
、
神
を
言
う
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
宣
布
さ
れ
た

「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
に
、
「
天
地
神
明
に
誓
い
」
と
い
う
表
現
が
見

え
る
。
一
般
に
も
、
決
し
て
嘘
は
つ
か
な
い
と
い
う
意
味
で
「
天
地

神
明
に
誓
っ
て
」
と
い
う
文
句
が
広
く
使
わ
れ
る
。
ほ
ぼ
同
義
の
語
に

「
天
神
地
祇
」
が
あ
る
。

☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
か
ら
ま
た
三
か
月
交

代
で
漢
字
科
手
本
を
担
当
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
は
依
然
不
透
明
な
状
況

で
す
が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
心
静
か
に
、
無
心
に
な
っ
て
筆
を
運
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。
「
書
」
の
愉
し
さ
や
奥
深
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
、
今
年

も
皆
様
の
創
意
溢
れ
る
力
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊

☆
今
年
の
一
月
ス
タ
ー
ト
は
、オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
楷
書
ス
タ
イ
ル
で
す
。

天
…
横
画
二
本
、	

今
回
は
上
を
短
く
書
き
ま
し
た
。	

起
筆
の
ア
タ
リ
強
く
。

地
…	

「
土
」
縦
長
に
。
「
也
」
上
部
を
詰
め
て
最
後
を
広
く
。

偏
と
旁
の
組
み
合
わ
せ
方
が
大
切
。

神
…	

「
示
」
偏
、
中
心
を
右
寄
せ
で
。
「
申
」
最
後
の
縦
画
が

キ
モ
。
針
を
通
す
よ
う
に
。

明
…	

「
日
」
は
窓
を
表
す
形
な
の
で
「
目
」
形
に
。
「
月
」
背

勢
で
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
に
。

支
部
名
・
個
人
は
県
名
ま
た
は
市
名
・
段
級
・
性
名
（
号
）
を
筆
で
書
き
ま
す
。

漢
字
科
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
段
級
は
共
通
で
す
。

次
号
課
題
「
大
山
鳴
動
」
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半紙部 漢字科

半紙部 漢字科

行書　「天地神明」

草書　「天地神明」
日賀野　　　琢　書・解説

日賀野　　　琢　書・解説

☆レッスンポイント

天…	全体三角形に。リズミカル

に運筆すること。

地…	「土」縦画を高いところか

ら降ろす。「也」こんもりと

まとめる。

神…	「示」点を効果的に。「申」

田部を小さく、縦画はやや

しなりを。

明…	「日」は行書形はそのまま。

「月」内部空間を広く、中身

は小刻みに。

☆レッスンポイント

天…	草書独自の形。中心よりや

や右側に下部を降ろしてゆ

く。

地…	「土」太く、その反動で「也」

は軽やかに回転。

神…	最初の点印象的に。下部か

らは回転のリズムに乗って、

最後の縦画は「書譜」に見

られる側筆気味の運筆で。

明…	これも「書譜」風。内部を

空気が含んだように広くす

ると良い。

作品の左側に「支部名（個人は県名か市名）・段級・姓号」を毛筆書して下さい。なお、課題文字の書体や書

き振りで楷書・行書・草書の判別がつきにくい場合があります。必ず左下に				の区別、プラス「支部・

段級・姓号」を鉛筆書して下さい。過大紙・着色紙は使用しないこと。
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関
戸
本
古
今
集（
せ
き
ど
ぼ
ん
こ
き
ん
し
ゅ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
玄
社　

日
本
名
筆
選（
19
）
71
頁
７
９
５

◇
課
題

「 

世
中
の
人
の
情
はハ

花
染
の
移
や
す春

き支

も
の
に尓

ざ
り利

け介

る
」

◇
歌
意

　

世
の
中
の
人
の
心
な
ど
と
い
ぅ
も
の
は
、
露
草
で
染
め
た
染
物
の
よ
う
に

す
ぐ
に
さ
め
や
す
い
う
わ
ベ
だ
け
の
美
し
さ
だ
っ
た
の
だ
な
あ
。

◇
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

　

	　

今
月
か
ら
五
月
ま
で
一
首
を
、
様
ざ
ま
な
字
粒
や
散
ら
し
で
勉
強
す
る
。

年
間
最
長
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
回
め
で
す
。
か
な
が
得
意
だ
と
い
う
人
は
『
書

譜
』
な
ど
晋
唐
以
後
の
漢
字
の
草
書
の
用
筆
を
反
映
さ
せ
る
と
よ
り
理
解
し

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
か
な
は
草
書
と
同
一
線
上
。

一
行
め
「
世
中
の
人
の
」

　

	

「
世
中
」
の
ヨ
コ
画
と
タ
テ
画
の
太
さ
の
違
い
、
ま
た
「
人
」
の
左
右
の
広

が
り
大
き
さ
と
位
置
関
係
を
見
誤
ら
な
い
。
「
の
」
は
、
円
転
の
最
後
部
が

一
番
目
の
「
の
」
は
、
起
筆
の
や
や
右
上
で
二
番
目
は
起
筆
の
や
や
左
で
す
。

二
行
め
「
情
は
」

　

	

「
情
」
は
、
偏
と
旁
の
線
の
太
細
を
含
む
デ
フ
ォ
ル
メ
に
よ
り
懐
を
広
く
見

せ
て
い
ま
す
。
「
八
」
は
意
連
で
一
画
と
二
画
を
繫
げ
る
こ
と
。

★
募　

集　

要　

項

①
教
範
～
特
位

②
作
品
本
文
の
文
末
に
添
わ
せ
て
雅
号
ま
た
は
名
前
を
○
○
臨
と
毛
筆
書
し

て
下
さ
い
。
さ
ら
に
左
下
に
「
支
部
・
級
位
・
姓
号
」
を
鉛
筆
書
し
て
下

さ
い
。
過
大
紙
・
濃
い
着
色
紙
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

◎
法
帖
取
次
い
た
し
ま
す
。

　

二
玄
社
・
日
本
名
筆
選
19　

関
戸
本
古
今
集　

三
、七
四
〇
円　

送
料
三
七
〇
円

　

申
込　

臥
龍
会
本
部　
　

現
金
書
留
ま
た
は
振
替
で
の
送
金
も
可

半
紙
部 

か
な
科　
上
級
〔
臨
書
・
関
戸
本
古
今
集
〕〈
教
範
～
特
位
〉　 

吉　

田　

竹　

溪　

臨
・
解
説

原
帖
・
解
説
を
参
照
し
、
右
の
よ
う
に
半
紙
に
臨
書
し
て
く
だ
さ
い
。

■
次
号
課
題　

関
戸
本
古
今
集　

71
頁
７
９
５

「
世
中
の
人
の
情
はハ

花
染
の
移
や
す春

き支

も
の
に尓

ざ
り利

け介

る
」

「
関
戸
本
古
今
集
」
ポ
ケ
ッ
ト
メ
モ

　

伝
藤
原
行
成
筆
と
さ
れ
る
が
筆
者
不
明
。

関
戸
家
蔵
に
よ
り
こ
の
名
が
つ
い
た
。
華
麗

で
多
彩
な
連
綿
技
法
と
か
な
ど
調
和
し
た
和

様
漢
字
は
古
筆
の
頂
点
と
さ
れ
、明
治
以
来
、

人
気
度
ト
ッ
プ
の
劇
跡
。
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貞　

永　

大　

樹　

書
・
解
説　

半
紙
部 

か
な
科　
初
級
・
自
運　
〈
優
位
～
新
入
〉

今い
ま

も
よ
し　

昔む
か
し

も
恋こ
ひ

し　

老お
い

の
春は
る　

（
富と
み

安や
す

風ふ
う

生せ
い

）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

変
体
仮
名
＝
お(

於)･

は(

者)･

る(

流)
　

	

富
安
風
生
句
。
新
年
を
迎
え
、
今
ま
で
長
く
生
き
て
き
た
己

を
ふ
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
を
天
命
に
任
せ
る
心
境
を

詠
ん
だ
句
。

一
行
目
＝
平
仮
名
の
単
体

　

い
ま
も
よ
し

　

文
字
の
外
形
や
起
筆
、
大
小
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

二
行
目
＝
平
仮
名
を
何
カ
所
か
連
綿

　

か
し

　

	

「
か
」
の
最
終
画
を
ス
ト
ン
と
落
と
す
。

　

も
こ
ひ
し

　

	

短
い
間
で
、
行
を
右
に
振
る
イ
メ
ー
ジ
。
散
ら
し
書
き
に
は

よ
く
使
わ
れ
る
行
の
流
れ
で
す
。

三
行
目
＝
変
体
仮
名
と
連
綿
を
交
え
て

　

は
る

　

	

「
は
」
の
最
終
画
を
誇
張
し
て
大
き
く
動
く
。
「
る
」
の
一

画
目
は
、
そ
の
流
れ
か
ら
反
動
を
つ
け
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で

迷
わ
ず
に
入
る
。

★
募　

集　

要　

項

①
優
位
～
新
入

②
作
品
本
文
の
文
末
に
添
わ
せ
て
雅
号
ま
た
は
名
前
を
「
〇
〇
か
く
」

と
毛
筆
書
き
し
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
左
下
に
「
支
部
・
級
位
・
姓

号
」
を
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。
過
大
紙
・
濃
い
着
色
紙
は
使
用
し
な

い
こ
と
。
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④
⑤

⑥ ⑦

⑧

⑧
※

①

②

③

半
紙
部 

篆
書
科

☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

	　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
毎
年
恒
例
、

一
月
号
は
干
支
「
兎
」
一
字
を
表
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

ま
で
学
習
し
た
篆
書
の
基
礎
を
土
台
に
、
今
月
は
動
物
の
象
形

文
字
の
表
現
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　
【
兎
】

　

古
い
「
兎
」
字
は
甲
骨
文
に
象
形
的
な
字
が
見
ら
れ
る
だ
け

で
、
金
文
に
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ
ん
。
今
回
の
形
は
小
篆
に

近
づ
け
て
書
い
た
も
の
で
す
。
似
た
字
に
「
免
」
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
ち
ら
は
冑
を
脱
い
だ
人
間
の
形
、
あ
る
い
は
分
娩
の
様

子
を
示
し
た
字
で
す
。

　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
す
べ
て
曲
線
で
す
が
、
そ
の
曲
げ

方
の
度
合
い
に
気
を
付
け
る
こ
と
で
す
。
頭
部
を
大
き
く
半

紙
の
中
心
に
配
し
、
そ
れ
を
受
け
る
よ
う
に
中
央
部
を
回
し
ま

す
。
下
部
は
ス
ッ
と
立
つ
よ
う
に
「
中
心
」
を
意
識
し
ま
し
ょ

う
。
最
後
の
尻
尾
と
思
わ
れ
る
部
分
は
、
上
か
ら
下
ろ
し
て
も
、

付
根
か
ら
上
に
上
げ
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
長
す
ぎ
な
い
よ
う
に
添

え
る
こ
と
が
コ
ツ
。

★
今
月
は
創
作
的
に
自
由
に
表
現
し
て
Ｏ
Ｋ
で
す
。
作
品
的
に

仕
上
げ
る
た
め
、
小
ぶ
り
で
適
切
な
印
を
お
持
ち
の
方
は
押
印

も
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
印
の
大
き
さ
や
押
す
位
置
に

は
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

基
本
に
則
っ
た
上
で
の
個
性
溢
れ
る
見
て
楽
し
い
作
品
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！

★
募　

集　

要　

項

①
半
紙
タ
テ
。
毛
筆
落
款
不
要
。

②
左
下
に
鉛
筆
で
「
支
部
・
篆
○
級
・
姓
号
」
を
横
書
き
し
て

下
さ
い
。

③
篆
書
科
の
段
級
は
独
自
の
段
級
と
な
り
ま
す
。
漢
字
科
楷

書
・
行
書
・
草
書
と
は
別
で
す
。
必
ず
「
篆
○
級
」
と
書
い

て
下
さ
い
。
初
め
て
出
す
方
は
「
新
」
と
書
い
て
下
さ
い
。

日
賀
野　
　

琢　

臨
・
解
説　

【
課
題
語
句
】 

兎 

（
う
さ
ぎ
）

　

	

今
年
の
干
支
「
兎
」
の
形
。
動
物
の
姿
を
想
像
し
て
自
由
な
表
現
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

全
て
の
会
員
が
出
品
で
き
ま
す
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☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

　

新
年
を
迎
え
、
年
賀
状
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ
る
賀
詞
を
隷
書

で
表
現
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

【
慶
】

　

「
鹿
」
頭
部
は
扁
平
に
。
特
に
左
払
い
の
傾
斜
を
な
だ
ら
か

に
す
る
。
「
心
」
は
最
後
の
点
を
省
略
し
て
下
部
左
払
い
に
移

る
。
最
終
画
は
隷
書
ら
し
い
伸
び
や
か
さ
を
。

　

【
雲
】

　

左
右
対
称
の
形
。
す
べ
て
の
横
画
を
扁
平
に
配
し
、
太
さ
、

強
さ
、
不
即
不
離
の
接
点
を
見
極
め
る
。
下
部
は
三
角
形
状
で

中
身
が
ふ
っ
く
ら
見
え
る
よ
う
に
、
た
だ
し
大
き
く
書
か
な
い

こ
と
。

★
篆
書
同
様
、
作
品
的
に
押
印
も
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

★
募　

集　

要　

項

①
半
紙
タ
テ
。
毛
筆
落
款
不
要
。

②
左
下
に
鉛
筆
で
「
支
部
・
隷
○
級
・
姓
号
」
を
横
書
き
し
て

下
さ
い
。

③
隷
書
科
の
段
級
は
独
自
の
段
級
と
な
り
ま
す
。
漢
字
科
楷

書
・
行
書
・
草
書
と
は
別
で
す
。
必
ず
「
隷
○
級
」
と
書
い

て
下
さ
い
。
初
め
て
出
す
方
は
「
新
」
と
書
い
て
下
さ
い
。

半
紙
部 

隷
書
科

日
賀
野　
　

琢　

臨
・
解
説　

【
課
題
語
句
】 

慶　

雲 

（	

け
い
う
ん
・
め
で
た
い
雲
〉

　

	

新
年
の
念
頭
に
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
賀
詞
の
隷
書
表
現
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

全
て
の
会
員
が
出
品
で
き
ま
す
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半
紙
部 

詩
文
書
科

赤　

澤　

寧　

生　

書
・
解
説　

【
課
題
語
句
】

　

一
瞬
の
枝
か
が
や
け
と
寒
稽
古
（
戸
﨑
千
代
子
）

☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

○	

毛
質
の
硬
い
、
超
長
鋒
筆
を
使
用
し
ま
し
た
。
爪
楊
枝
の
よ
う

な
形
の
バ
ラ
ン
ス
の
筆
で
す
。

○	

疎
密
の
変
化
を
心
掛
け
て
制
作
し
ま
し
た
。
注
目
し
て
ほ
し
い

部
分
は
「
一
文
字
の
中
の
疎
密
」
「
字
間
の
疎
密
」
「
行
間
の

疎
密
」
「
全
体
の
疎
密
」
で
す
。

○	

掲
載
の
作
品
は
あ
く
ま
で
も
参
考
例
で
す
。
作
者
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
込
め
て
自
由
に
制
作
し
て
く
だ
さ
い
。

○	

今
回
の
参
考
作
品
の
よ
う
な
左
か
ら
右
へ
の
横
展
開
の
作
品
で

は
、
一
文
字
の
雅
印
を
押
す
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
二
文
字

の
雅
印
は
縦
書
き
用
で
、
右
か
ら
左
に
文
字
が
流
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
作
品
の
流
れ
と
は
逆
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お

洒
落
に
「
一
文
字
印
」
を
押
し
て
作
品
を
華
や
か
に
演
出
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

★
募　

集　

要　

項

①
半
紙
ヨ
コ
。
毛
筆
の
落
款
は
自
分
の
名
（
号
）
を
書
く
。

②
左
下
に
鉛
筆
で
「
支
部
・
詩
○
級
・
姓
号
」
を
横
書
き
し
て
下

さ
い
。

③
詩
文
書
科
の
段
級
は
独
自
の
段
級
と
な
り
ま
す
。
漢
字
科
楷

書
・
行
書
・
草
書
と
は
別
で
す
。
必
ず
「
詩
○
級
」
と
書
い
て
下

さ
い
。
初
め
て
出
す
方
は
「
新
」
と
書
い
て
下
さ
い
。

全
て
の
会
員
が
出
品
で
き
ま
す
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半
紙
部 

臨
書
研
究
科
【
孫
秋
生
劉
起
祖
等
造
像
記
】
教
範
～
新
入
（
半
紙
）

【
龍
門
二
十
品
】（
り
ゅ
う
も
ん
に
じ
ゅ
っ
ぴ
ん
）

　

龍
門
二
十
品
と
は
北
魏
時
代
に
開
鑿
さ
れ
た
龍
門
石
窟
内
の
、

書
法
的
に
秀
で
た
造
像
記
二
〇
種
の
総
称
で
、
現
在
最
も
一
般

的
な
呼
称
で
す
。

　

造
像
記
と
は
、
亡
き
人
の
供
養
、
一
族
の
安
穏
を
祈
願
し
て
仏

像
を
造
立
す
る
由
来
を
記
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

【
孫
秋
生
劉
起
祖
等
造
像
記
】

　
　
（
そ
ん
し
ゅ
う
せ
い
り
ゅ
う
き
そ
と
う
ぞ
う
ぞ
う
き
）

　

景
明
三
年(

五
〇
二)

、
一
三
〇
・
〇
×
四
九
・
〇
㎝
、
全

一
三
行
、
一
行
三
十
九
字
。

「
太
和
七
年
新
城
」

○
学
習
の
ね
ら
い

　

鋭
く
強
い
点
画
を
持
ち
、
右
肩
上
が
り
で
引
き
締
ま
っ
た
方
筆

の
特
色
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

太
…
左
右
に
の
び
や
か
に
。

和
…
字
中
の
白
を
明
る
く
ま
と
め
る
。

七
…
横
広
に
す
る
。

年
…
や
や
小
ぶ
り
で
縦
長
に
す
る
。

新
…
一
画
一
画
し
っ
か
り
と
強
さ
を
。

城
…
引
き
締
め
た
字
形
に
。

★
募　

集　

要　

項

①
教
範
～
新
入
。

　
半
紙
部
漢
字
臨
書
研
究
科
の
段
級
は
、
漢
字
科
の
段
級
と
共
通
。

　
課
題
文
字
六
文
字
（
参
考
手
本
参
照
）
を
半
紙
に
臨
書
。

②
作
品
左
側
に
雅
号
ま
た
は
名
前
臨
の
み
を
毛
筆
書
し
、
さ
ら
に

左
下
に「
支
部
・
段
級
・
姓
号
」を
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

◎
法
帖
取
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。

二
玄
社
（
中
国
法
書
選
）

龍
門
二
十
品（
下
）（
21
）ガ
イ
ド
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
二
七
八
円
＋
送
料
三
七
〇
円

◎
現
金
書
留
ま
た
は
振
替
送
金
も
可
。
会
費
等
と
同
送
の
場
合

は
正
確
な
明
細
を
必
ず
ご
記
入
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

石　

彰　

之　

臨
・
解
説



郷　

間　

大　

悠　

書
・
解
説　

▽
原
文

　

長
樂
鐘
聲
花
外
盡
。
龍
池
柳
色
雨
中
深
。

▽
読
み
下
し
文

　

長ち
ょ
う
ら
く楽
の
鐘し

ょ
う
せ
い聲
花か

外が
い

に
尽つ

き
、
龍り

ゅ
う

池ち

の
柳

り
ゅ
う
し
ょ
く
色
雨う

中ち
ゅ
う

に
深ふ

か

し
。

▽
出
典

　

荀
子

※
教
範
か
ら
新
入
ま
で
が
こ
の
課
題
で
出
品
で
き
ま
す
。

【
今
月
の
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト
】

　

十
四
文
字
を
行
草
書
体
で
、
随
所
に
逆
筆
を
用
い
、
筆
圧
の
あ
る
線

で
字
中
の
余
白
と
運
筆
の
リ
ズ
ム
に
意
識
し
な
が
ら
書
い
た
つ
も
り
で

す
。
皆
さ
ん
も
、
日
頃
学
ば
れ
て
い
る
書
風
で
躍
動
し
た
作
品
を
書
い

て
み
て
下
さ
い
。

条
幅
部 

課
題
科

教
範
～
新
入
（
半
切
タ
テ
書
）
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平　

井　

子　

晴　

書　

★
募　

集　

要　

項

●
条
幅
部
・
課
題
科　

①
当
月
掲
載
手
本
の
課
題
に
限
る
。
書
体
書
風
は
任
意
。

②
一
人
一
点
。
③
半
切
タ
テ
書
。
④
漢
字
科
の
段
級
区
分
。
龍
（
教
範
・
特
師
範
）・

　

虎
（
師
範
・
準
師
範
・
七
段
）
天
（
六
段
・
五
段
・
四
段
）・
地
（
参
段
以
下
）

●
条
幅
部
・
自
由
科

①
当
月
掲
載
手
本
以
外
に
書
体
字
数
任
意
。（
同
月
の
別
科
課
題
は
不
可
）

②
一
人
一
点
。
③
そ
の
月
の
参
考
手
本
の
紙
型
。

④
無
差
別
審
査
（
第
一
次
審
査
に
よ
っ
て
龍
・
雪
・
月
・
花
の
区
分
決
定
。

　

そ
の
後
序
列
審
査
）

★
両
科
と
も
条
幅
左
下
部
に
「
種
別
（
課
題
科
・
自
由
科
）・
支
部
・
段
級
・
姓
号
」

を
タ
テ
書
で
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

以
上
規
定
違
反
の
作
品
は
審
査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

〆
切　

一
月
二
十
七
日

天
清
鶴
能
高
（
天て
ん

清き
よ

く
鶴つ
る

能よ

く
高た
か

し
）
〈
甘
立
〉

条
幅
部 

自
由
科

教
範
～
新
入
（
半
切
タ
テ
書
）

創 作 研 究 科

漢
字
課
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
　
　
日
賀
野
　
　
　
琢

か
な
課
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
　
　
赤
　
澤
　
　
　
豊

宝た
か
ら
ぶ
ね船
ゆ
め
ゆ
め
し
く
は
あ
な
れ
ど
も		

〈
籾
山
梓
月
〉	

出
品
資
格　

準
師
範
以
上
。
書
体
自
由
。
無
差
別
審
査

出
品
資
格　

準
師
範
以
上
。
か
な
漢
字
の
変
換
自
由
。
ち
ら
し
自
由
。

　
　
　
　
　

か
な
づ
か
い
出
題
通
り
。
無
差
別
審
査
。

〆
切　

一
月
二
十
七
日

発
表
四
月
号

○
両
科
共
必
ず
「
支
部
・
段
級
・
姓
号
」
を
作
品
の
左
下
に
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

嘉
福
成
基
（
嘉か

福ふ
く

基も
と
い

を
成な

す
。）　
〈
文
徴
明
〉

半  

切
半  

切

タテ 135cm
ヨコ 35cm

タテ 135cm
ヨコ 35cm
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妙
法
蓮
華
。
諸
佛
之
秘
藏
也
。
多
寶
佛
塔
。（
妙み
ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

は
、
諸
仏
の
秘
藏
な
り
。
多
宝
佛
塔
は
、）

赤　

澤　
　
　
　

豊　

臨　

条
幅
部 

臨
書
研
究
科

臨
書
参
考
手
本

【
顔
眞
卿　

多
宝
塔
碑
】
①　

教
範
～
新
入
（
半
切
タ
テ
書
）

18 



　

顔
眞
卿　

多た

宝ほ
う

塔と
う

碑ひ

を
学
ぶ

赤
　
澤
　
　
　
豊
　

　

今
年
の
条
幅
臨
書
研
究
科
の
課
題
は
顔
眞
卿
の
多
宝
塔
碑
で
す
。

　

さ
て
、
前
年
の
孫
過
庭
の
書
譜
を
一
年
間
十
か
月
に
亘
り
学
び
ま
し
た
が
書
譜
の
特
徴
が

見
え
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
臨
書
は
な
ぜ
や
る
の
か
？
な
ど
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
今

ま
で
学
ん
だ
臨
書
に
加
え
、
今
回
の
顔
眞
卿
の
多
宝
塔
碑
を
自
分
の
体
の
中
に
滲
ま
せ
、
自

己
の
書
表
現
に
深
み
を
出
し
た
い
も
の
で
す
。
さ
あ
、
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
新
た
な
気
持

ち
で
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

▽
多
宝
塔
碑
に
つ
い
て

　

【
多
宝
塔
碑
は
唐
の
天
宝
十
一
年(

七
五
二)
、
顔
真
卿
四
十
四
歳
の
と
き
、	

楚そ

金き
ん

禅ぜ
ん

師じ

が

長
安
の
千
福
寺
に
舎し

ゃ

利り

塔と
う

を
建
て
た
経
緯
を
勅
命
に
よ
り
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
碑
は
も
と

陝
西
興
平
県
の
千
福
寺
に
あ
っ
た
が
、
明
代
に
西
安
の
府
学
に
移
さ
れ
、
現
在
は
陝
西
省
博

物
館
・
西
安
碑
林
の
第
二
室
に
保
管
展
示
さ
れ
て
い
る
。
螭ち

首し
ゅ

を
も
つ
碑
石
は
高
さ
約
二
三

九
㎝
、
幅
一
二
七
㎝
で
亀き

趺ふ

の
上
に
立
ち
、
全
高
は
三
ｍ
に
近
く
、
文
字
面
の
全
拓
整
本
は

お
よ
そ
一
八
五
×
九
七
㎝
で
、
碑
文
は
三
四
行
、
毎
行
六
六
字
、
全
二
〇
〇
〇
字
に
及
ば
ん

と
す
る
豊
碑
で
あ
る
。	

螭
首
の
中
央
に
は
二
行
八
字
の
隷
書
題
額	

「
大
唐
多
宝
塔
感
応
碑
」

が
冠
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
同
時
の
先
輩
徐じ

ょ

浩こ
う(

七
〇
三
―
七
八
二
・
浙
江
越
州
の
人)

の
筆
で
、

骨
格
の
し
っ
か
り
し
た
見
事
な
出
来
栄
え
で
あ
る
。
碑
文
は
当
時
か
な
り
詩
文
に
長
じ
た
と

思
わ
れ
る
岑し

ん

勛く
ん

の
撰
、
さ
ら
に
「
河
南
の
史し

華か

」
と
い
う
鐫せ
ん

刻こ
く

者し
ゃ

の
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
の
顔
真
卿
〈
景
龍
三
年(

七
〇
九)	

―
貞
元
元
年(

七
八
五)

〉
は
琅ろ
う

邪や

臨り
ん

沂ぎ

の
人
。
字

は
清
臣
。
開
元
二
十
二
年(

七
三
四)

の
進
士
で
、
少
壮
よ
り
書
を
能
く
し
、
博
学
で
辞
章
に
す

ぐ
れ
て
い
た
。
多
宝
塔
碑
は
壮
年
の
筆
に
な
る
せ
い
か
、
後
年
の
楷
書
碑
に
比
し
や
や
固
い

感
じ
が
す
る
。
用
筆
は
厳
正
、
結
構
は
あ
く
ま
で
緊
密
で
、
一
点
一
画
を
も
ゆ
る
が
せ
に
し

な
い
用
筆
法
は
他
に
類
を
見
な
い
。
古
来
、
初
学
の
手
本
と
し
て
大
い
に
用
い
ら
れ
た
の
も
、

結
体
の
整
斉
、
法
度
を
守
っ
た
書
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
よ
う
。
】

〈
二
玄
社　

中
国
法
書
選
よ
り
抜
粋
〉

▽
私
の
臨
書
作
後
感

　

初
唐
の
三
大
家
（
虞
世
南
・
欧
陽
詢
・
褚
遂
良
）
が
楷
書
の
典
型
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
が
、

顔
眞
卿
は
王
羲
之
を
は
じ
め
三
大
家
の
伝
統
を
継
承
し
、
顔
法
と
い
う
特
異
な
筆
法
を
編
み

出
し
ま
し
た
。
そ
の
顔
眞
卿
の
書
法
と
風
格
に
は
書
け
ば
書
く
ほ
ど
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず

何
枚
書
い
て
も
反
省
す
る
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
一
年
皆
さ
ん
と
共
に
多
宝
塔
碑
を
学
び

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
顔
眞
卿
の
他
の
古
典
も
鑑
賞
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
も
大
切
か
と
思
い

ま
す
。
楷
書
で
は
、
多
宝
塔
碑
（
七
五
二
）
、
顔
勤
礼
碑
（
七
五
九
？
）
・
麻
姑
山
仙
壇
記

（
七
七
一
）
・
顔
氏
家
廟
碑
（
七
八
〇
）
な
ど
が
あ
り
、
行
書
で
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
祭
姪

文
稿
（
七
五
八
）
・
争
座
位
稿
（
七
六
四
）
が
あ
り
ま
す
。
一
度
顔
眞
卿
の
書
全
体
を
眺
め

て
み
る
と
臨
書
表
現
に
深
み
が
出
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
各
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
省
略
し
ま
す
。
原
帖
の
各
字
を
十
分
観
察
し
一
度
半
紙
で
練

習
し
て
か
ら
条
幅
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

★
募　

集　

要　

項

●
条
幅
部
・
臨
書
研
究
科

①
当
月
掲
載
の
古
典
・
課
題
部
分
（
参
考
手
本
参
照
）
を
臨
書
。

②
一
人
一
点
。
③
半
切
タ
テ
書
。

④
審
査
区
分
＝
龍
（
教
範
・
特
師
範
）・
虎
（
師
範
・
準
師
範
・
七
段
）

　

天
（
六
段
・
五
段
・
四
段
）・
地
（
参
段
以
下
）

★
条
幅
左
下
に
「
臨
書
研
究
科
・
支
部
・
段
級
・
姓
号
」
を
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

以
上
規
定
違
反
の
作
品
は
審
査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◎
法
帖
取
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。

二
玄
社
（
中
国
法
書
選
）

多
宝
塔
碑
（
40
）
ガ
イ
ド
付
…
三
、
〇
五
八
円
＋
送
料
三
七
〇
円

◎
現
金
書
留
ま
た
は
振
替
で
の
送
金
も
可
。

会
費
等
と
同
送
の
場
合
は
正
確
な
明
細
を
必
ず
ご
記
入
下
さ
い
。

本
部
選
定　

画
仙
紙　

取
次
い
た
し
ま
す
。

『
臥 
龍 
瑞 
雲
』　
一
反　

一
〇
〇
枚　

七
、七
〇
〇
円
（
税
込
）　

一
反
～
二
反
は
送
料
八
五
〇
円
・
三
反
以
上
は
送
料
無
料

　
（
遠
距
離
の
場
合
は
送
料
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
本
部
に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。）

　

※
お
申
し
込
み
は
臥
龍
会
本
部
ま
で
。
現
金
書
留
ま
た
は
振
替
も
可
。
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★ 

募　

集　

要　

項

①
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用
に
限
り
ま
す
。

ペ
ン
・
鉛
筆
・
サ
イ
ン
ペ
ン
等
は

不
可
。

②
「
支
部
・
級
位
・
姓
号
」
を
選
定

用
紙
所
定
の
位
置
に
書
い
て
下
さ

い
。

硬　

筆　

部

○
よ
み

幸
せ
を
も
た
ら
す
と
い
わ
れ
る
七
体
の

福
徳
の
神
様　

恵
比
寿

大
黒
天　
　
　

福
禄
寿

毘
沙
門
天　
　

布
袋

寿
老
人　
　
　

弁
財
天

平　

井　

子　

晴　

書
・
解
説

○
選
定
用
紙
以
外
の
も
の
は
選
外
と
し
ま
す
。

　

臥
龍
会
選
定
用
紙
（
50
枚
綴
）
は
本
部
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。（
枠
ア
リ
枠
ナ
シ
共
通
で
す
。）

　

下
記
の
詳
細
を
参
照
下
さ
い
。

１冊４６０円 価
格

臥
龍
会
選
定
用
紙

30
冊
以
上

９
～
29
冊

３
～
８
冊

１
～
２
冊

冊　

数

送
料
本
部
負
担

本
部
問
合
せ

３
７
０
円

１
８
０
円

送
料

送
料
加
算

送
料
加
算

送
料
加
算

合
計

○
コ
メ
ン
ト

　

新
年
を
迎
え
本
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う　

今
年
も
ご
健
筆
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
現
金
書
留
ま
た
は
振
替
で
の
送
金

も
可
と
し
ま
す
。
会
費
等
と
同
送
の

場
合
は
正
確
な
明
細
を
必
ず
ご
記
入
下

さ
い
。
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小学二年てほん平　石　彰　之　書

幼年・小学一年てほん日賀野　　　琢　書「せびろ」

　　文…あらいそうめい

せびろを　きると　とうさんの

せぼねが　ぴんと　のびました

せびろの　ポケット　いくつある

ひい　ふう　みい　よう　いつ

むう　ななつ

むねの　ポケットは　めいしいれ

うちの　ポケットは　なにがある

さいふの　ほかに　ペン　てちょう

ハンカチ　はながみ　もったかな

わきの　ポッケに　ちゃんとある

したくも　できて　しゅっきんだ

おっと　わすれた　ていきけん

「月光」（げっこう）

☆レッスンポイント

　月光とは漢字の通りに月の光や

月影ともいいます。月光と聞いて

パッと頭に浮かんでくるのは、ベー

トーヴェンの月光。ピアノソナタ

第14番の通称です。ムーンライト

ソナタともいわれます。アニメの

月光仮面なんかもいいですね。一

年のスタートです。みなさん新た

な気持ちで頑張っていきましょう。

　　　※　　　※　　　※

月…	一画目は途中まで垂直に長く

引いて払う。縦長の形にする。

光…	「儿」の始筆は横画の下に浅

く接する。一画目に対して、二、

三画目の間隔。

筆順
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小学四年手本赤　澤　　　豊　書

小学三年手本荒　井　久　雄　書「消息」（しょうそく）

☆レッスンポイント　

　消息とは、人や物事の状況や、

それについての連絡、知らせのこ

とです。

　例文として、「彼は消息不明だ」

（彼は今どこで何をしているのか

わからない。連絡できない）、「船

は消息を絶った」（船の状況がわか

らなくなった）、などのように使い

ます。

　　　※　　　※　　　※

消…	偏と旁のつり合いに気を付け、

偏と旁との間に空間をつくる。

点やはねの方向に気を付け、

穂先のバネをきかせて張りの

ある線質になるよう心がける。

息…	「自」な中心に縦長に書き、

「心」のつり合いに気を付け

て字形を整える。「心」は一

画一画の位置、筆使いに注意

して力強く書く。

筆順
「市役所」  （しやくしょ）

☆レッスンポイント　

　市役所とは、市の行政事務を扱

う役所のことです。みなさんは

行ったことがありますか？

　　　※　　　※　　　※

市…	「巾」の幅に注意し、縦画を

長く書きます。

役…	偏と旁の組み立てに気を付け、

偏と旁の間の空間をゆずり合

い字形を整えます。

所…	偏と旁のゆずり合いに気を付

け、旁をやや大きく書きます。

筆順
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小学六年手本神　長　雪　華　書

小学五年手本北　條　正　浩　書

「仲間同士」（なかまどうし）

☆レッスンポイント

　お互いに仲間であることをいい

ます。同じ目標に向かって仲間同

士助け合っていこうなどといいま

すね。

　　　※　　　※　　　※

仲…	「中」の縦画は「口」の中央

を通るように書きます。「口」

は扁平にし、縦画は内側に向

けて書きます。

間…	横画は等間隔にします。縦画

は全体をささえるように、バ

ランスよく書きます。

同…	「冂」の左右の縦線は垂直に

書き、「口」の下は広くあけます。

士…	一画目を最大幅にし、縦画と

横画は互いに二等分します。

筆順
「代表者」（だいひょうしゃ）

☆レッスンポイント　

　意味…グループや会社の人たち

の意見をまとめたり、その意見を

他に示したりする人。

　あけましておめでとうございま

す。令和五年の幕開けですね。「一

年の計は元旦にあり」よい年にな

りますように！

　　　※　　　※　　　※

代…	「イ」は縦長に書く。三画目

の横画は右上がりに。四画目

は右下に長くそらせ、右上に

はねる。最後の「ヽ」を忘れ

ずに！

表…	横画は等間隔にし、三本の長

さを変える。六画目は、五画

目との接筆の位置に注意し、

右上に長くはねる。

者…	三画目の横画が、文字を上下

にほぼ二等分する。四画目に

左はらいは、一画目・三画目

との接筆の位置に注意する。

「日」は中心より右に書く。

筆順
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中学（一・二・三年）手本（楷書）柏　﨑　麗　泉　書　「日新月歩」（にっしんげっぽ）

☆レッスンポイント　

意味…絶えず進歩すること。

　新年おめでとうございます。

「日進月歩」を心がけて、新

たな目標に向かって努力して

いきましょう。

　　　※　　　※　　　※

日…	タテ画は一画目より二画

目をやや長くします。

進…	「隹」のヨコ画は等間隔

で右上がりにして、二画

目のタテ画は八画目のヨ

コ画より出ているとよい

です。しんにょうの最終

画はのびやかに。

月…	タテ画は互いに少し反り

あいます。

歩…	一画目と五画目は中心が

通るようにします。七画

目は六画目より下がらな

いようにします。

☆出品のきまり（幼年・小・中学生）

▽清書には「支部名・個人は県名又は市名・学年・段

級・姓名」を書きます。

▽会員は毎月清書一枚を出品して、「段・級」を受け

ます。優れた作品は成績名簿に○がつき、段級が上

がり、特に優秀な作品には最優秀賞や特選や賞がつ

きます。

▽各学年の決められた毛筆課題手本を半紙に、硬筆課

題手本を硬筆用紙に書きます。

▽はじめて出品する時は「新」、次からは決まった級

または「再」と書きます。

▽学生部の段級と一般部の段級は別です。そのため中

学部より一般部へ移動する場合は編入審査を受けら

れます。中学から高校へ進学し、一般部で継続され

る人は、中学部での最終段級を鉛筆で補足書きして

下さい。

▽他会からの入会も編入審査を受けられます。

▽小学六年模範級の方は四月からの中学生出品の時五

段に編入となります。

☆おねがい

　作品を書き上げ後、昇級した場合、毛筆書きも鉛筆

書も新しい段級に訂正ください。どちらか一方を直

しますと間違いのもとになります。

※毛筆書きの訂正は鉛筆ではなく赤でお願いします。

24 

【予告】二月号課題・毛筆

幼年・小一年て　　ほ　　ん

小二年大　　　　　地

小三年打開

小四年物　　覚　　え

小五年島　の　住　民

小六年日　光　連　山

中学部

単　刀　直　入

(楷　書)
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硬筆科　幼年・小学一・二年手本（黒色えんぴつＢか２Ｂで書いて下さい）

日賀野　千恵子　書　

成　島　北　水　書　

硬筆科　小学三・四年手本（黒色えんぴつＢか２Ｂで書いて下さい）

日賀野　　　琢　書　 硬筆科　小学五・六年生手本（黒色えんぴつＢか２Ｂで書いて下さい）

赤　澤　　　豊　書　 硬筆科　中学一・二・三生手本（黒ボールペンで書いて下さい）

☆お願い…低学年の「支部名・学年・氏名」は左欄外に楷書で補足書きして下さい。

☆臥龍会硬筆科選定用紙一冊（50枚綴）１９０円

　冊数を明記の上、送料は加えて現金書留または振替で

　本部までお申し込み下さい。郵送の場合３冊以上とな

　ります。

　送料　３冊　　　１８０円

　　　　４～12冊　３7０円

　　　　13冊以上の場合は本部へお問い合わせ下さい。

●出品のきまり（すべての会員が出品できます）

★硬筆科の段級は毛筆科とは別です。

▽出品は一人1枚です。

▽清書には消しゴムを使わないで下さい。

▽臥龍会選定硬筆用紙を必ず使用して下さい。

㊟筆記具の指定を守って下さい。
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特　選（条幅部・11月〆切分）
今
回
の
作
は
濃
墨
を
抑
え
、や
や
滲
み
を
意
識
し
技
巧
的
表
現
を
抑
え
て
い
る
。
そ
の
表
現
に
は
作
者
の
内
面
か
ら
表
出
さ
れ
た
人
間
味
が
感
じ
ら
れ
好
感
あ
り
。

（
赤
澤　

豊
選
評
）

思
い
切
り
と
自
在
な
筆
捌
き
。
力
感
練
感
の
高
い
作
で
あ
る
。
一
貫
し
て
安
定
感
が
充
実
。（
鈴
木
源
泉
選
評
）

龍　

門　
　

小　

池　

功　

逸　

氏

龍　

門　
　

小　

池　

功　

逸　

氏

課　

題　

科

自　

由　

科
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特　選（条幅部・11月〆切分）優秀作品篆書科・隷書科
詩文書科

臨
書
研
究
科

原
本
の
緻
密
な
迄
の
表
現
は
何
ヶ
所
か
欠
け
て
は
い
る
が
、
氏
の
呼
吸
の
ま
ま
に
吐
露
し
作
品
化
す
る
手
腕
は
立
派
。（
大
輪
無
涯
選
評
）

重
厚
か
つ
豊
潤
な
線
を
用
い
て
、
金
文
独
特
の
フ
ォ

ル
ム
を
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
る
。
半
紙
だ
け
で
な
く

大
き
な
舞
台
に
も
是
非
挑
戦
し
て
ほ
し
い
。

（
日
賀
野
琢
選
評
）

切
れ
味
鋭
く
、
爽
快
感
溢
れ
る
優
秀
作
。
扁
平
な
字

形
の
取
り
方
も
手
に
入
り
、
安
定
感
漲
る
。
文
字
の

大
小
と
五
字
の
調
和
、
余
白
の
研
究
を
さ
ら
に
。

（
日
賀
野
琢
選
評
）

筆
圧
充
実
で
豪
快
な
運
筆
が
頼
も
し
い
。
所
々
の
強

い
渇
筆
に
緊
張
感
が
あ
る
。
小
書
き
の
線
に
も
気
合

を
感
じ
る
。

（
赤
澤
寧
生
選
評
）

龍　

門　
　

中　

島　

志　

光　

氏

悠
豊　

詩
二
級　

靏
蒔　

窓
雪
氏

労
游　

隷
三
級　

高
井　

芳
子
氏

国
本　

篆
初
段　

櫻
井　

和
子
氏



優秀作品（半紙部・教範・特師範）
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宮
書　

特
師
範　

渡
邊　

文
子
氏

紙
面
を
最
大
限
に
生
か
し
、
筆
力
あ
る
線
と
白
が
程
よ

く
生
か
さ
れ
た
力
作
。

（
赤
澤　

豊
選
評
）

龍
門　

教
範　

山
下　

睦
未
氏

切
れ
が
あ
り
、
構
築
性
高
く
字
間
字
中
の
余
白
と
線
の

肥
痩
の
調
和
、
絶
品
。

（
吉
田
竹
溪
選
評
）

龍
門　

教
範　

小
池　

功
逸
氏

筆
力
に
富
み
気
骨
の
あ
る
線
の
リ
ズ
ム
が
心
地
良
く
響

く
。

（
大
輪
無
涯
選
評
）

宮
書　

特
師
範　

渡
邊　

文
子
氏

微
動
だ
に
し
な
い
盤
石
の
筆
致
と
字
坐
の
安
定
性
が
白

眉
。
典
型
的
な
健
全
美
。

（
吉
田
竹
溪
選
評
）

宮
友　

特
師
範　

大
輪　
　

司
氏

線
の
ぐ
ず
つ
き
が
多
少
気
に
な
る
が
豪
快
な
タ
ッ
チ
で

終
始
し
余
力
を
感
じ
る
。

（
大
輪
無
涯
選
評
）

高
芸　

教
範　

佐
藤
八
寿
子
氏

個
性
豊
か
な
表
現
に
拍
手
。
墨
の
置
き
方
に
や
や
難
点

が
見
え
る
が
実
に
伸
び
や
か
で
明
る
い
作
。

（
赤
澤　

豊
選
評
）
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栃
木　

師
範　

峯
岸　

斿
文
氏

小
粒
な
が
ら
用
筆
法
に
基
本
的
な
正
確
さ
が
あ
る
。

（
大
輪
無
涯
選
評
）

琴　
　

師
範　

中
島　

千
春
氏

平
淡
天
成
、
と
く
に
作
為
的
な
誇
張
な
く
淡
々
と
書
く

う
ち
に
生
ま
れ
た
格
調
が
卓
抜
。

（
吉
田
竹
溪
選
評
）

琉　
　

初
段　

中
臣　

拓
甫
氏

深
み
あ
る
線
で
心
の
こ
も
っ
た
運
筆
の
作
。

（
櫻
井
素
玄
選
評
）

朴　
　

七
段　

長
谷
川
正
子
氏

柔
毛
を
駆
使
。
風
格
あ
る
豪
快
な
作
で
す
。

（
石
川
子
澄
選
評
）

雨
情　

秀
位　

落
合　

幸
恵
氏

気
負
い
な
く
丹
念
に
心
を
こ
め
て
運
筆
し
て
い
る
。
安

定
し
た
臨
で
あ
る
。
印
象
に
残
る
落
款
で
あ
る
。

（
鈴
木
源
泉
選
評
）

雲　
　

三
級　

笹
目　

芳
子
氏

骨
力
あ
り
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
作
。

（
吉
田
長
子
選
評
）

特　 選 （半紙部）
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首　

位　

評　

教
範
～
準
師
範	

吉
田　

竹
溪　

選
評

○
翔
太
氏　

意
気
軒
昂
、
生
気
漲
る
。
絶
妙
な
分
間
の
広
狭
に
よ

る
高
度
な
表
現
力
に
拍
手
。

七
段
～
初
段	

水
沼　

龍
峰　

選
評

○
寿
江
氏　

厳
し
い
引
き
締
ま
っ
た
鋭
さ
を
感
じ
さ
せ
る
作
。
気

力
一
杯
大
胆
に
個
性
豊
か
、
紙
面
が
活
動
し
て
い
る
。

○
優
花
氏　

気
力
と
緊
張
感
の
あ
る
一
点
一
画
、
全
体
構
成
も
安

定
し
て
い
る
。

○
奈
緒
氏　

筆
の
開
閉
自
在
で
全
体
の
表
現
も
見
事
で
す
。

○
和
子
氏　

線
の
滑
ら
か
さ
と
豊
か
さ
、
温
か
さ
を
含
ん
だ
個
性

豊
か
な
作
。

○
紀
子
氏　

一
字
一
字
慎
重
に
安
定
し
た
構
成
で
よ
く
ま
と
ま
っ

て
い
ま
す
。

○
秀
子
氏　

力
強
い
タ
ッ
チ
で
重
厚
な
線
、
気
迫
を
感
じ
る
作
。

○
晃
雲
氏　

流
麗
な
線
と
余
白
の
美
し
さ
、
快
作
。

優
級
～
九
級	

柏
﨑　

麗
泉　

選
評

○
由
美
氏　

筆
脈
通
り
、
結
体
、
運
筆
の
一
貫
性
が
佳
。
「
憂
」

は
傾
斜
が
強
過
ぎ
た
よ
う
で
す
。

○
葉
菜
氏　

運
筆
に
余
裕
が
あ
り
、豪
快
且
つ
字
座
の
安
定
感
抜
群
。

○
日
彩
氏　

若
い
伸
び
や
か
な
力
が
溢
れ
た
、
気
宇
壮
大
な
作
。

○
怜
奈
氏　

一
線
一
画
入
念
に
着
実
に
運
筆
さ
れ
、
気
力
充
実
の

快
作
。

○
厘
太
朗
氏　

表
情
豊
か
に
雄
渾
に
仕
上
げ
た
作
。
起
筆
に
散
見

す
る
「
コ
ブ
」
が
今
後
の
課
題
。

○
麻
衣
氏　

強
い
線
で
豊
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
転
折
部
の
横
か
ら

縦
へ
の
移
行
が
堅
実
に
な
れ
ば
、
更
に
安
定
感
が
増

し
ま
す
。

○
花　

氏　

気
負
な
く
素
直
な
筆
致
で
好
感
。
名
前
を
大
き
く
、

隣
字
と
ぶ
つ
か
る
点
は
避
け
た
い
処
で
す
。

○
喜
代
氏　

細
く
シ
ャ
ー
プ
な
線
で
颯
爽
と
仕
上
が
っ
て
い
ま
す

が
、
少
々
大
胆
さ
が
欲
し
い
で
す
。

○
ひ
よ
り
氏　

筆
先
の
弾
力
を
利
か
せ
て
気
合
い
の
入
っ
た
運
筆

で
厳
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

○
晃
章
氏　

均
整
の
と
れ
た
字
形
、
運
筆
の
基
本
が
仕
上
が
っ
て

い
ま
す
の
で
、
次
回
作
も
期
待
致
し
ま
す
。

教
範
～
準
師
範	

赤
澤　
　

豊　

選
評

○
和
寿
氏　

濃
墨
で
紙
に
食
い
込
む
筆
力
あ
る
線
が
存
在
感
を
引

き
立
た
せ
て
い
る
。

○
翔
汰
氏　

四
文
字
の
力
関
係
が
調
和
し
、
基
本
的
な
用
筆
法
が

冴
え
た
腕
前
に
拍
手
で
す
。

楷　

書　

科

行　

書　

科
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七
段
～
初
段	

石
川　

子
澄　

選
評

○
優
花
氏　

送
筆
に
無
理
が
な
く
、四
文
字
の
布
置
心
得
て
い
ま
す
。

○
幸
子
氏　

筆
の
上
下
動
巧
み
。遅
速
も
加
わ
り
見
応
え
あ
り
ま
す
。

○
優
衣
氏　

筆
圧
強
く
冴
え
た
線
。
力
陵
十
分
の
作
で
す
。

○
理
沙
氏　

穏
や
か
な
動
き
に
加
え
字
姿
美
し
く
、
品
位
が
あ
り

ま
す
。

○
静
子
氏　

動
き
雄
大
。
線
の
メ
リ
ハ
リ
も
有
り
、
作
品
の
見
せ

方
心
得
て
い
ま
す
。

○
沙
知
氏　

巧
み
な
筆
さ
ば
き
、
程
良
い
自
己
主
張
。
白
が
美
し

い
で
す
。

優
級
～
九
級	

吉
田　

長
子　

選
評

○
清
子
氏　

大
ら
か
な
運
筆
、
線
が
伸
び
や
か
で
す
ば
ら
し
い
。

○
望　

氏　

力
み
な
く
、
淡
々
と
し
た
運
筆
で
、
大
ら
か
な
作
。

○
貴
子
氏　

ス
ケ
ー
ル
大
き
く
、
線
に
リ
ズ
ム
感
あ
り
、
大
ら
か

な
作
。

○
沙
耶
花
氏　

軽
快
の
あ
る
運
筆
で
明
る
く
堂
々
の
作
。

○
廣　

氏　

穏
や
か
な
書
線
で
、
力
ま
ず
書
け
、
特
に
三
文
字
目

の
書
線
す
ば
ら
し
い
。

○
美
羽
那
氏　

墨
量
充
分
で
力
感
あ
り
す
ば
ら
し
い
。

○
喜
代
氏　

墨
量
の
変
化
あ
り
。大
き
な
構
成
力
あ
り
す
ば
ら
し
い
。

○
ひ
よ
り
氏　

丁
寧
に
運
筆
、
力
強
い
作
。

○
秀
樹
氏　

ス
ケ
ー
ル
大
き
く
、
鋒
先
が
良
く
動
き
す
ば
ら
し
い
。

教
範
～
準
師
範	

大
輪　

無
涯　

選
評

○
亮
子
氏　

正
面
か
ら
正
攻
法
な
タ
ッ
チ
で
終
始
し
、
す
っ
き
り

見
せ
て
い
る
。

七
段
～
初
段	

櫻
井　

素
玄　

選
評

○
寿
江
氏　

穂
先
に
神
経
を
集
中
さ
せ
て
深
い
奥
行
を
感
じ
さ
せ

る
作
。

○
春
峯
氏　

温
か
み
の
あ
る
線
で
安
定
し
た
運
筆
の
作
。

○
純
子
氏　

線
の
太
い・細
い
、を
配
置
さ
れ
た
躍
動
感
の
あ
る
作
。

○
英
夫
氏　

リ
ズ
ム
感
の
あ
る
運
筆
で
、
伸
び
や
か
な
作
。

草　

書　

科
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○
久
子
氏　

文
字
の
空
間
を
広
く
取
ら
れ
た
明
る
い
作
。

○
里
香
氏　

転
折
の
箇
所
に
ゆ
と
り
の
あ
る
曲
線
美
の
作
。

優
級
～
九
級	

松
島　

美
舟　

選
評

○
由
美
氏　

す
っ
き
り
と
し
て
洗
練
さ
れ
た
書
線
、
紙
面
が
澄
み

き
っ
て
爽
や
か
で
す
。

○
里
名
氏　

豊
か
で
滑
ら
か
な
書
線
、
リ
ズ
ム
感
も
備
え
て
い
て

迷
い
の
な
い
作
品
で
す
。

○
永
造
氏　

筆
の
動
き
大
き
く
、
線
も
充
実
し
て
躍
動
感
が
あ
り

ま
す
。

○
育
実
氏　

淀
み
の
な
い
豊
か
な
線
が
見
事
。
た
っ
ぷ
り
と
し
て

見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

○
美
華
氏　

勢
い
の
あ
る
線
で
伸
び
や
か
。気
力
が
漲
っ
て
い
ま
す
。

○
心　

氏　

強
い
線
が
紙
面
を
し
っ
か
り
捉
え
て
い
て
渇
筆
も
効

果
的
。
落
款
が
と
て
も
残
念
で
す
。

○
龍　

氏　

大
ら
か
な
運
筆
で
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
線
、
ど
こ
か

親
近
感
を
覚
え
ま
す
。

○
研
龍
氏　

一
字
一
字
の
セ
ン
ス
の
良
さ
が
目
を
ひ
く
作
品
で
す
。

○
洋
子
氏　

紙
面
を
大
き
く
使
い
、
さ
り
げ
な
い
運
筆
で
明
る
く

纏
め
て
い
ま
す
。

	

平
石　

彰
之　

選
評

○
幸
恵
氏　

細
部
ま
で
原
帖
を
よ
く
観
察
し
、
線
質
形
よ
い
好
臨
。

○
心
堂
氏　

筆
の
運
び
が
自
然
体
で
、
原
帖
の
特
徴
を
上
手
く
消

化
し
て
い
ま
す
。

○
千
春
氏　

筆
先
を
た
く
み
に
使
い
、
余
裕
を
持
っ
て
ま
と
め
て

い
ま
す
。

○
寿
江
氏　

結
体
よ
く
、
字
中
の
白
も
考
え
ら
れ
た
臨
書
作
。

○
優
花
氏　

原
帖
に
迫
り
な
が
ら
、
プ
ラ
ス
キ
レ
が
入
っ
た
、
迷

い
の
な
い
臨
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
萌
未
氏　

た
っ
ぷ
り
と
し
た
線
で
じ
っ
く
り
書
け
て
い
て
素
直

な
臨
書
作
。

	

平
井　

子
晴　

選
評

○
裕
子
氏　

少
々
小
さ
い
が
、
三
段
が
と
て
も
見
や
す
く
、
落
ち

着
い
て
目
覚
ま
し
い
作
品
。

○
冴
香
氏　

向
勢
で
懐
の
広
さ
が
あ
る
。
高
さ
を
揃
え
た
ら
も
っ

と
素
晴
ら
し
い
。

○
李
秋
氏　

左
に
傾
く
文
字
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
れ
と
反
し
て

右
払
い
の
伸
び
で
重
心
を
取
る
個
性
的
な
文
字
に
得

も
言
わ
れ
ぬ
趣
き
が
あ
る
。

半
紙
臨
書
研
究
科

硬　

筆　

科
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教
範
～
特
位	

鈴
木　

源
泉　

選
評

○
美
圓
氏　

清
ら
か
な
書
線
で
明
る
く
伸
び
や
か
に
運
筆
さ
れ
て
い
る
。

表
情
豊
か
で
あ
る
。
秀
作
。

○
弘
子
氏　

落
ち
つ
い
て
静
か
で
丁
寧
に
ま
と
め
て
い
る
。
円
や
か
で
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
作
で
あ
る
。

○
心
堂
氏　

小
柄
な
表
現
作
で
、
余
白
を
広
く
と
っ
て
あ
る
。
随
所
に
渇

筆
を
加
味
し
味
わ
い
深
い
。

○
登
喜
子
氏　

滑
ら
か
な
書
線
で
、
し
っ
か
り
と
ま
と
め
て
い
る
。
落
款

が
よ
く
調
和
し
て
い
る
。

○
彩
華
氏　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
回
転
で
脱
線
し
な
い
書
作
で
あ
る
。
安
定

し
た
臨
で
あ
る
。
次
回
も
。

○
燿
波
氏　

素
直
な
書
き
ぶ
り
で
無
理
な
く
ま
と
め
て
い
る
。
余
白
を
広

く
と
り
明
る
い
作
と
な
っ
た
。

優
位
～
九
位	

貞
永　

大
樹　

選
評

○
青
泉
氏　

非
常
に
丁
寧
。
穴
が
開
く
ほ
ど
手
本
を
観
察
す
る
そ
の
眼
に

も
感
服
。
運
筆
に
遅
速
の
変
化
つ
く
と
な
お
良
い
。

○
道
俊
氏　

緩
急
の
リ
ズ
ム
感
豊
か
で
、
気
持
ち
良
く
制
作
さ
れ
た
様
子

が
窺
え
る
。
こ
こ
に
墨
の
潤
渇
が
欲
し
い
。

○
乃
里
子
氏　

多
彩
な
線
質
、
潤
渇
の
変
化
、
字
形
、
表
現
力
、
総
て
に

豊
か
な
セ
ン
ス
あ
り
。
素
直
に
感
動
し
ま
し
た
。

○
房
子
氏　

伸
び
や
か
な
書
き
ぶ
り
で
、
墨
の
使
い
方
が
美
し
い
。
特
に

縦
へ
の
流
れ
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
通
子
氏　

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
感
じ
ま
す
。
息
の
長
い
運
筆
を
心
掛

け
れ
ば
、
さ
ら
に
良
く
な
る
で
し
ょ
う
。

○
恵
子
氏　

制
作
時
の
集
中
力
を
感
じ
ま
す
。
ま
だ
肩
肘
に
力
が
入
っ
た

書
き
ぶ
り
な
の
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
心
掛
け
て
。

か　

な　

科
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日
賀
野　

琢　

選
評

①
絹
雲
氏　

線
の
際
（
き
わ
）
が
実
に
美
し
い
。
こ
れ
だ
け
書
け
る
の
だ

か
ら
、
是
非
大
き
な
舞
台
に
も
挑
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
桃
翠
氏　

参
考
手
本
を
読
み
解
い
て
、
忠
実
に
緻
密
に
書
こ
う
と
い
う

姿
勢
に
好
感
。「
臨
」
や
や
小
さ
か
っ
た
。

③
久
美
子
氏　

じ
っ
く
り
と
筆
を
進
め
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。「
登
」

過
大
に
な
っ
た
点
惜
し
い
。

④
房
子
氏　

始
め
た
ば
か
り
な
が
ら
、
線
質
、
形
と
も
抜
群
の
出
来
栄
え
。

こ
の
調
子
で
グ
ン
グ
ン
進
ん
で
欲
し
い
。

　

	

日
賀
野　

琢　

選
評

①
晴
子
氏　

重
厚
で
ド
ン
と
構
え
た
雰
囲
気
は
独
自
の
も
の
。「
奇
を
衒

う
」
こ
と
な
く
ご
精
進
を
。

②
京
子
氏　

小
ぶ
り
な
が
ら
丁
寧
に
慎
重
に
運
筆
し
て
い
る
。
こ
の
や
り

方
で
是
非
大
き
な
舞
台
に
も
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

③
祐
子
氏　

す
っ
き
り
爽
や
か
な
雰
囲
気
と
て
も
良
い
。
こ
の
線
質
を
維

持
す
る
こ
と
。「
鳥
」
や
や
小
さ
か
っ
た
。

④
節
子
氏　

線
の
中
に
し
っ
か
り
し
た
骨
芯
が
あ
り
、
実
に
力
強
い
。
こ

の
や
り
方
で
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

		

赤
澤　

寧
生　

選
評

○
雄
泉
氏　

大
胆
に
抑
揚
を
効
か
せ
て
遠
近
感
を
演
出
。
太
細
の
変
化
も

巧
み
で
多
彩
な
線
が
響
き
合
っ
て
い
る
。
余
白
も
美
し
く
、

品
格
の
あ
る
作
品
。

○
禮
子
氏　

濃
墨
で
グ
イ
グ
イ
と
書
き
進
め
、
大
胆
な
変
化
で
躍
動
的
。

落
款
の
線
質
や
構
成
が
本
文
に
調
和
し
て
い
て
見
事
。

○
功
逸
氏　

厳
し
い
線
と
爽
や
か
な
線
を
織
り
交
ぜ
て
最
後
ま
で
気
脈
一

貫
。
紙
面
構
成
も
美
し
い
。

○
乃
里
子
氏　

筆
の
構
え
や
手
首
の
使
い
方
が
柔
ら
か
く
、
穏
や
か
な
雰

囲
気
が
心
地
良
い
作
風
。
押
印
は
丁
寧
に
。

篆　

書　

科

隷　

書　

科

詩
文
書
科

①

①

②

②

③

③

④

④
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条
幅
課
題
科
（
龍
） 

赤
澤　
　

豊　

選
評

○
恵
子
氏　

個
性
的
な
表
現
で
何
か
を
発
信
し
て
い
る
よ
う
な

作
品
で
あ
り
、
高
感
度
高
い
雄
大
な
作
。

○
操
子
氏　

心
地
良
い
筆
さ
ば
き
で
安
定
し
た
流
れ
で
あ
る
。
墨

継
ぎ
の
空
間
は
や
や
狭
く
し
た
い
。
次
回
は
作
曲

家
に
な
っ
た
つ
も
り
で
書
こ
う
か
。

 

条
幅
課
題
科
（
虎
）　	

水
沼　

龍
峰　

選
評

○
竹
香
氏　

墨
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ま
せ
て
筆
の
動
き
大
き
く
、
の

び
や
か
な
運
筆
。
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。

○
篤
子
氏　

淡
々
と
筆
を
進
め
、
字
形
も
整
っ
て
無
理
の
な
い
落

ち
着
い
た
作
品
の
仕
上
り
で
す
。	
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条
幅
課
題
科
（
天
） 

柏
﨑　

麗
泉　

選
評

○
典
子
氏　

墨
色
美
し
く
、
筆
脈
が
通
り
、
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
で

纏
め
ら
れ
た
。「
共
」
は
過
大
で
し
た
。

 

条
幅
自
由
科
（
龍
）　	

鈴
木　

源
泉　

選
評

○
智
子
氏　

無
理
な
構
え
は
な
く
、
迷
い
の
な
い
運
筆
で
ゆ
っ
た

り
と
し
て
味
わ
い
深
い
。
静
か
な
動
き
の
中
に
書

作
主
張
が
あ
る
。

○
春
水
氏　

墨
色
の
効
果
が
あ
っ
て
温
か
さ
、
柔
ら
か
さ
が
あ

る
。
落
ち
つ
い
た
動
き
の
あ
る
表
情
。

 

条
幅
自
由
科
（
雪
） 

松
島　

美
舟　

選
評

○
竹
游
氏　

手
本
を
よ
く
観
察
さ
れ
て
、
無
理
の
な
い
清
楚
な
線

で
す
っ
き
り
仕
上
げ
て
い
ま
す
。



37

○
信
游
氏　

太
・
細
を
巧
み
に
織
り
ま
ぜ
た
揺
る
ぎ
の
な
い
筆
捌

き
。
存
在
感
の
あ
る
作
品
で
す
。

 

条
幅
自
由
科
（
月
）　	

石
川　

子
澄　

選
評

○
松
嶺
氏　

一
行
目
右
に
振
幅
、
次
行
自
然
に
添
わ
せ
気
脈
貫
通

し
て
い
ま
す
。
程
良
い
渇
筆
も
妙
。

 

条
幅
自
由
科
（
花
）　	

吉
田　

長
子　

選
評

○
幸
子
氏　

キ
ビ
キ
ビ
し
た
線
質
で
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
運
筆
。
潤
渇

効
果
も
程
良
い
。

 

条
幅
臨
書
研
究
科
（
龍
） 

大
輪　

無
涯　

選
評
評

○
智
子
氏　

あ
ま
り
深
追
い
せ
ず
素
直
に
臨
し
た
様
。
腕
の
振
幅

の
大
き
さ
が
十
分
に
生
き
て
い
る
。
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○
幸
恵
氏　

全
体
構
成
か
ら
見
る
と
誠
に
見
事
。
原
帖
の
文
字
の

大
小
の
変
化
を
忠
実
に
出
し
た
い
。

 

条
幅
臨
書
研
究
科
（
虎
） 

櫻
井　

素
玄　

選
評

○
麗
子
氏　

心
を
こ
め
て
、
原
帖
に
忠
実
に
取
り
組
ま
れ
た
見
事

な
臨
書
作
。

○
裕
子
氏　

原
帖
を
良
く
研
究
さ
れ
て
筆
を
立
て
て
軽
快
な
リ

ズ
ム
感
の
あ
る
臨
書
作
。

 

条
幅
臨
書
研
究
科
（
天
） 

平
井　

子
晴　

選
評

○
典
子
氏　

形
臨
書
に
向
き
合
う
真
摯
な
姿
勢
、
よ
く
書
け
て
い

て
素
晴
ら
し
い
。
字
間
、
多
少
の
開
閉
が
出
来
れ
ば
。



一
、
こ
の
度
は
、
漢
字
創
作
研
究
科
特
選
を
い
た
だ
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
い
が
け
な
い
朗
報
に
驚
い
て
い
ま
す
。
ご
推
挙
下
さ
い
ま
し
た
本
部
の
先
生
方

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
日
頃
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

村
田
二
峰
先
生
と
書
友
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
ま
た
新
た

な
気
持
ち
で
楽
し
く
自
分
ら
し
く
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
ご
指
導

の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
、
平
成
十
四
年
十
二
月

一
、
こ
の
度
は
、
か
な
創
作
特
選
を
頂
き
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
は
じ
め
て

の
特
選
で
す
。
青
天
の
霹
靂
で
す
。
驚
き
と
戸
惑
い
で
は
じ
め
は
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
あ
と
に
な
っ
て
こ
の
喜
び
を
か
み
し
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
偏

に
、
赤
澤
豊
先
生
の
的
確
で
丁
寧
な
御
指
導
の
お
陰
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
御
推
挙
下
さ
い
ま
し
た
臥
龍
会
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　

今
回
の
賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら
も
書
を
楽
し
み
な
が
ら
、
私
な
り
の
目
標
に

む
か
っ
て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
御
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
昭
和
五
十
五
年
一
月

一
、
こ
の
度
は
楷
書
科
特
選
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
御
指

導
下
さ
る
平
石
彰
之
先
生
、
御
推
挙
頂
き
ま
し
た
先
生
方
に
心
よ
り
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

今
年
は
自
分
が
受
験
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
書
道
を
受
験
勉
強
の
息

抜
き
と
し
て
日
々
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
っ

て
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月

一
、
こ
の
度
は
、
楷
書
科
特
選
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り

私
を
気
に
か
け
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
る
中
村
恵
美
子
先
生
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　

小
学
校
一
年
生
か
ら
今
ま
で
の
約
十
一
年
間
、
昇
級
で
き
ず
悩
ん
だ
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
今
回
こ
の
よ
う
な
栄
誉
あ
る
賞
を
頂
け
た
こ
と
で
、
自
分
の

や
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
ん
だ
と
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
書
を
楽
し
み
な
が
ら
高
み
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
平
成
二
十
四
年
九
月
学
生
部
入
会
、
令
和
三
年
九
月
か
ら
一
般
部

一
、
こ
の
度
は
、
行
書
科
特
選
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
学
一
年
生
か
ら
高
校
時
代
ま
で
、
臥
龍
会
に
所
属
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

本
部
の
皆
さ
ま
や
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
柏
﨑
麗
泉
先
生
に
は
、
大
変
お
世

北
華
　
佐
藤
　
香
月
（
教
範
）

楽
豊
　
小
熊
　
伸
子
（
教
範
）

青
龍
　
岡
田
　
幸
大
（
四
段
）

西
方
　
駒
場
　
美
咲
（
初
段
）

東
京
　
関
口
　
ま
ゆ
（
参
段
）
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一
、
研
究
談
又
は
感
想
文

二
、
入
会
年
月



話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
大
学
入
学
を
機
に
、
書
道
か
ら
離
れ
て
生
活
を
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
社
会
人
と
な
り
、
再
び
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
再
入
会
後
、
初
め
て
の
特
選
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
　

今
後
も
ゆ
っ
く
り
と
大
好
き
な
書
道
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
令
和
二
年
十
月
（
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
ま
で
入
会
し
て
お
り
ま

し
た
。
）

一
、
こ
の
度
は
、
草
書
科
特
選
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

ご
推
挙
く
だ
さ
い
ま
し
た
本
部
の
先
生
方
、
そ
し
て
、
日
ご
ろ
よ
り
温
か
く
熱

心
な
御
指
導
を
し
て　

く
だ
さ
る
石
川
子
澄
先
生
の
お
陰
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
、
教
室
の
方
々
と
共
に
研
鑽
を
積
ま
せ
て
い
た
だ
い
た

り
、
日
々
の
生
活
の　

中
で
少
し
で
も
多
く
書
と
向
き
合
う
時
間
を
つ
く
っ
た
り

し
て
、
更
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
後
と
も
、
御
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
平
成
二
十
五
年
度
入
会　

一
、
こ
の
度
は
半
紙
部
草
書
科
に
て
特
選
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
推
挙
下
さ
っ
た
水
沼
龍
峰
先
生
を
は
じ
め
本
部
の
諸
先
生
方
に
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
又
、
常
々
丁
寧
に
ご
指
導
下
さ
る
松
島
浩
泉
先
生
、
折
々
激
励
頂

き
ま
す
小
林
香
風
先
生
に
は
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

臥
龍
会
に
入
会
し
て
五
年
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
お
手
本
に
近
づ
く
こ
と

で
精
一
杯
の
日
々
で
す
。
と
は
い
え
、
徐
々
に
出
品
科
目
を
増
や
し
て
き
た
こ
と

で
見
え
て
く
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
思
い
込
み
を
捨
て
視
野
を
広

め
、
見
る
目
を
培
い
、
少
し
で
も
豊
か
な
線
で
魅
力
あ
る
作
品
を
書
い
て
い
け
る

よ
う
に
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
、
平
成
三
十
年
四
月　

一
、
こ
の
度
は
か
な
科
特
選
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
赤
澤
豊
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　

「
か
な
」
に
憧
れ
て
始
め
た
書
道
の
筈
が
、
漢
字
で
手
一
杯
と
な
り
、
一
回
休

書
が
長
期
休
眠
へ
。
コ
ロ
ナ
禍
中
、
令
和
二
年
漢
字
特
師
範
挑
戦
を
機
に
「
か
な

も
少
し
は
書
け
な
い
と
書
道
を
習
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
」
と
の
思
い
で
再
出

発
致
し
ま
し
た
。

　
　

十
五
年
以
上
の
ブ
ラ
ン
ク
、
貞
永
先
生
の
美
し
い
手
本
を
拝
見
す
る
度
に
「
か

な
」
の
持
つ
流
麗
さ
、
連
綿
の
妙
、
ピ
ン
と
張
り
詰
め
た
線
、
切
れ
味
の
鋭
さ
。

改
め
て
「
か
な
」
の
奥
深
さ
を
痛
感
し
つ
つ
、
毎
月
苦
戦
し
て
お
り
ま
し
た
。
こ

の
度
の
「
特
選
」
は
驚
き
と
共
に
「
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
頑
張
れ
！
途
中
で
脱

落
す
る
な
！
」
と
の
激
を
頂
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
　

今
後
と
も
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

二
、
令
和
二
年
五
月　

再
入
会

―
―
以
上
十
二
月
号
特
選
掲
載
の
も
の
―
―

小
貝
　
石
川
　
雅
子
（
準
師
範
）

若
木
　
峯
岸
　
寿
江
（
七
段
）

書
豊
　
神
藤
　
信
游
（
特
位
）

40 
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こ
の
度
は
、
漢
字
部
教
範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
賀
野
会
長
、
琢
先
生
よ
り
お
電

話
を
頂
き
、
驚
き
と
嬉
し
さ
で
一
杯
で
し
た
。
こ
れ
も
偏

に
日
頃
よ
り
楽
し
く
丁
寧
に
ご
指
導
下
さ
る
猪
又
宏
孟
先

生
の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
重
ね
て
本
部
の
諸
先

生
方
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

楽
し
ん
で
い
た
書
に
も
思
う
よ
う
に
向
き
合
え
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
続
け
ら
れ

た
の
も
宏
孟
先
生
、
諸
先
輩
方
に
温
か
く
励
ま
さ
れ
見
守
ら
れ
て
き
た
か
ら
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
教
範
と
い
う
重
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
尚
一
層
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
七
年
六
月
九
級
編
入　

②
十
数
回　

④
特
師
範
四
年
・
師
範
二
年
・
準
師
範
十
年

⑤
準
師
範　

⑦
古
典
臨
書　

⑧
主
婦
・
四
十
三
歳

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
教
範
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
審
査
に
あ
た
ら
れ
た
先
生

方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
も
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る
石
戸
松
波
先

生
、
本
部
先
生
方
の
お
陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

教
範
合
格
の
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
只
々
嬉
し
く
、
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

日
が
経
つ
に
つ
れ
、
教
範
と
い
う
名
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
重
み
に
負
け
な
い

よ
う
に
日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
石
戸
松
波
先
生
、
本
部
の
諸
先
生
方
こ
れ
か
ら
も

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
十
四
年
三
月　

②
三
十
回
以
上　

③
四
回　

④
師
範
半
年
、
準
師
範
一
年　

⑥
努
力
と
継
続　

⑦
創
作

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
教
範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
賀
野
会
長
先
生
か
ら
温
か
く
優

し
い
お
声
で
、「
頑
張
っ
た
ね
」
の
お
言
を
頂
い
た
時
に

は
ま
さ
か
の
合
格
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
偏
に
日
頃
よ
り
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
、
日
賀
野
琢
先
生
は
じ
め
本
部
の
諸
先
生
方
、

琉
教
室
の
諸
先
輩
の
お
陰
と
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。
試
験
に
挑
戦
し
練
習
を
重
ね

た
頃
は
、『
と
ち
ぎ
国
体
』
開
催
中
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
「
夢
を
感
動
へ
。
感

動
を
未
来
へ
」
は
、
今
こ
れ
を
私
の
新
た
な
道
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
教
範
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
一
層
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
十
九
年
再
入
会　

②
準
師
範
五
年　

⑥
継
続
と
良
き
師
の
ご
指
導
を
仰
ぐ
こ
と　

⑦
古
典
の
臨
書
と
創
作
の
勉
強

ア
ン
ケ
ー
ト

①
入
会
年
月　

②
首
位
賞
の
回
数

③
特
選
の
回
数(

科
目) 

④
特
師
・
師

範
・
準
師
在
籍
年
数　

⑤
一
番
長
か
っ
た

段
級　

⑥
下
位
者
へ
の
助
言　

⑦
抱
負　

⑧
職
業
、
年
齢

令
和
四
年
　
秋
　
期

教
範 (

同
人
理
事) 

推
薦

宮
書
　
高
橋
　
美
穂
　

琉
　
　
栃
木
　
洋
子
　

日
里
　
風
間
　
香
泉
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こ
の
度
は
、
漢
字
部
特
師
範
に
ご
推
奨
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
部
の
先
生
方
、
日
頃
よ

り
優
し
く
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
猪
又
宏
孟
先
生
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
試
験
は
、
挑
戦
す
る
か
悩
み
ま
し
た
が
、
宏
孟
先
生
か
ら
優
し
い
お
言
葉
と

励
ま
し
で
背
中
を
押
し
て
頂
き
、
受
験
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
で
と
て
も
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
合
格
と
い
う
祝
電
を
頂
い

た
時
に
は
、
本
当
に
嬉
し
く
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

未
熟
な
私
で
す
が
、
諸
先
輩
方
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
学
生
部
よ
り
平
成
十
一
年
一
月
九
級
編
入　

②
十
数
回　

③
3
回　

④
師
範
二
年　

準
師
範
一
年　

⑥
継
続
は
力
な
り　

⑦
無
休
出
書　

⑧
主
婦　

三
十
九
歳

　

こ
の
度
は
、
か
な
部
特
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
が
け
な
い
、
合
格
の
電
報
を
頂
き　

感
激
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
日
頃
か
ら
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る
野
沢
安
喜
子
先
生
の
お
陰

様
と
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た　

共
に
書
道
を
学
び
楽
し
く
過
ご
し
て
き
た

書
友
の
皆
様
に
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
共　

ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
十
九
年
七
月　

②
数
回　

③
一
回			

⑤
師
範
六
年　

⑦
書
道
の
継
続　

⑧
主
婦　

七
十
五
歳

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
特
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

予
期
せ
ぬ
知
ら
せ
に
驚
き
と
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

が
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
日
頃
か
ら
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
郷
間
大
悠
先
生

と
本
部
の
諸
先
生
の
お
陰
と
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
を
励
み
に
、
あ
せ
ら
ず
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
三
十
一
年
一
月　

②
数
回　

③
一
回　

④
各
六
か
月　

⑤
師
範
・
準
師
範　

⑥
継
続
す
る
こ
と　

⑦
臨
書
と
創
作　

⑧
主
婦

　

こ
の
度
は
漢
字
部
特
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
頃
ご
指
導
し
て
下
さ
い

ま
す
猪
又
宏
孟
先
生
、
審
査
し
て
頂
い
た
本
部
の
先
生

方
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

受
験
に
際
し
、先
生
か
ら
「
合
否
に
関
わ
ら
ず
、試
験
は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
る
よ
」

と
声
を
掛
け
て
も
ら
え
た
の
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
で
練
習
に
取
り
組
め
ま
し
た
。

今
後
も
猪
又
先
生
の
ご
指
導
の
も
と
、
教
室
の
先
輩
方
や
元
気
な
子
供
達
に
囲
ま
れ
た

環
境
で
勉
強
出
来
た
ら
幸
せ
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
二
十
年
十
二
月　

②
数
回　

③
無
し　

④
準
師
範
一
年
、
師
範
六
年　

⑤
師
範

⑥
楽
し
み
な
が
ら
継
続
す
る　

⑦
無
休
出
書　

⑧
会
社
員
、
三
十
九
歳

①
入
会
の
年
月	

②
首
位
賞
の
回
数	

③
特
選

の
回
数	

④
準
師
範
在
籍
年
数	

⑤
一
番
長

か
っ
た
段
級	

⑥
下
級
者
へ
の
助
言	

⑦
こ
れ

か
ら
の
抱
負(

具
体
例
…
無
休
出
書
を
続
け

る
、
中
央
展
へ
の
出
品
等
）
⑧
職
業
、
年
齢

特
師
範
の
感
想

平
石
　
郷
間
　
初
枝
　

宮
書
　
渡
邊
　
文
子
　

宮
書　

小
池
せ
い
子　

雅
　
　
岩
巻
　
知
永
　



43

　

筆
を
運
ん
で
い
る
瞬
間
が
私
の
至
福
の
時
で
す
。

　

漢
字
部
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
い
つ
も
熱
心
に
ご
指
導
し
て
下
さ
る
旭
谷
明
石

先
生
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
部
の
先
生
方
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

①
二
〇
一
八
年
四
月　

②
数
回　

③
二
回　

④
準
師
一
年

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
師
範
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
日
賀
野
琢
先
生
始
め
、
本
部
諸
先

生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
阪
か
ら
の
出
書
と
い

う
こ
と
で
、
孤
独
と
の
戦
い
が
多
く
、
筆
遣
い
な
ど
も
不
安
要
素
が
多
い
中
こ
こ
ま
で

参
り
ま
し
た
が
、
今
後
自
分
な
り
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、
継
続
出
来
る
環
境
整
備
に

努
め
、
精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
三
十
一
年
十
一
月　

②
〇
回　

③
一
回　

④
準
師
範
六
ヶ
月　

⑤
弍
段　

⑥
書
道
仲
間
と
の
会
話　

⑦
継
続　

⑧
介
護
士
・
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
・
二
十
四
歳

　

こ
の
度
は
漢
字
部
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
温
か
く
御
指

導
く
だ
さ
る
日
賀
野
琢
先
生
、
子
供
時
代
に
お
世
話
に

な
っ
た
千
恵
子
先
生
の
お
陰
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
現
在
は
学
業
と
あ
わ
せ
て
部
活
動
の
弓
道
、
そ
し
て
書
道
に
取
り
組
ん
で
い
る
毎

日
で
す
。
改
め
て
書
の
奥
深
さ
を
知
り
、
日
々
学
ぶ
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
弓
と
書
の
技
術
を
磨
き
、
人
と
し
て
も
成
長
で
き
る
よ
う
文
武
両
道

を
目
指
し
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
御
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
四
年　

②
数
回　

③
数
回　

④
準
師
範
五
ヶ
月　

⑧
高
校
二
年
生
、
十
七
歳

　

師
範
合
格
は
ま
だ
ま
だ
先
の
事
、　

勉
強
の
つ
も
り
で
、

と
、
挑
戦
し
た
も
の
の
、「
大
き
く
元
気
に
書
く
‼
」
だ

け
が
取
り
柄
？
の
私
に
と
っ
て
、
こ
の
三
書
体
臨
書
は
本

当
に
難
し
く
、
も
う
一
枚
、
あ
と
一
枚
と
書
け
ど
も
思
う

よ
う
に
筆
は
運
ば
ず
、
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
時
間
で
し
た
。
で
す
が
、
苦

戦
す
る
中
に
も
、
私
な
り
の
気
付
き
や
発
見
も
あ
り
、
書
の
奥
深
さ
、
臨
書
、
観
、
習
い

の
大
切
さ
を
知
り
得
る
貴
重
な
時
間
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
朗
報
に

今
は
驚
く
ば
か
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
ご
推
挙
頂
き
ま
し
た
本
部
諸
先
生
方
、

日
頃
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る
赤
澤
豊
先
生
、
そ
し
て
共
に
学
ぶ
労
遊
の
皆
さ
ん
に
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
迷
い
悩
み
な
が
ら
の
日
々
で
す
が
、
こ
の
場
所
に
恥
じ
ぬ
よ
う

精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
二
十
五
年　

②
数
回　

③
四
回　

④
一
年
半　

⑤
七
段　

⑥
継
続
は
力
な
り　

⑦
無
休
出
書　

⑧
主
婦

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
漢
字
試
験
は
、
ど
の
課
題
も
難
し
く
て
自
分

の
未
熟
さ
を
痛
感
し
、
と
に
か
く
、
臨
書
に
専
念
し
て

書
く
日
々
で
し
た
。
祝
電
を
頂
い
た
時
は
、
嬉
し
さ
と
驚
き
と
、
そ
し
て
、
安
堵
の
気

持
ち
が
込
み
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
日
頃
か
ら
熱
心
に
ご
指
導
し
て
下
さ
る
水

沼
龍
峰
先
生
を
は
じ
め
、
本
部
の
諸
先
生
方
、
書
友
の
皆
様
の
お
蔭
と
心
か
ら
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
で
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
更
に
一
層
精
進
し
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
共
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
七
年
六
月　

②
二
回　

③
一
回　

④
準
師
範
六
カ
月　

⑤
優
級　

⑥
楽
し

み
な
が
ら
書
道
を
す
る　

⑦
古
典
の
臨
書
と
創
作
課
題
の
研
究　

⑧
無
職　

七
十
歳

温
書
　
吉
川
　
桃
香
　

大
阪
　
觀
　
　
竹
瑞
　

三
龍
　
菅
野
　
叶
人
　

労
遊
　
田
切
　
君
子
　

鶴
峰
　
金
田
　
萬
造
　

①
入
会
の
年
月	

②
首
位
賞
の
回
数	

③
特
選

の
回
数	

④
準
師
範
在
籍
年
数	

⑤
一
番
長

か
っ
た
段
級	

⑥
下
級
者
へ
の
助
言	

⑦
こ
れ

か
ら
の
抱
負(

具
体
例
…
無
休
出
書
を
続
け

る
、
中
央
展
へ
の
出
品
等
）
⑧
職
業
、
年
齢

師

範

の

感

想
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克
服
出
来
た
ら
と
思
い
始
め
た
書
が
こ
ん
な
嬉
し
い
日
が
く
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
も
坂
尻
滄
石
先
生
の
熱
心
で
温
か
い
指
導
の
お
陰
だ
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
五
年　

中
断
あ
り　

②
③
不
明　

④
準
師
範
十
年　

⑤
準
師
範　

⑥
継
続　

⑧
主
婦

　

こ
の
度
は
、
か
な
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
日
頃
よ
り
熱

心
に
ご
指
導
く
だ
さ
る
坂
尻
滄
石
先
生
と
ご
推
挙
く
だ

さ
い
ま
し
た
本
部
の
先
生
方
の
お
陰
と
、
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。
今
後
も
坂
書
書
道
教
室
の
皆
様
と
書
道
を
楽
し
み
な
が
ら
、
努
力
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
十
七
年
十
月　

②
三
回　

③
な
し　

④
準
師
範
七
年　

⑤
準
師
範　

⑦
無
休
出
書
を
続
け
る　

⑧
会
社
員

　

こ
の
度
は
、
硬
筆
部
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
有
難

う
ご
さ
い
ま
す
。
本
部
諸
先
生
方
、
そ
し
て
日
頃
見
捨

て
ず
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
猪
又
宏
孟
先
生
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
硬
筆
部
に
出
品
し
始
め

た
の
は
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
で
、
先
生
の
よ
う
に
綺
麗
な
字
を
書
け
る
よ
う
に
な
り

た
く
て
ペ
ン
の
持
ち
方
や
書
い
て
い
る
姿
を
真
似
し
て
当
時
は
毎
日
の
よ
う
に
硬
筆
の

課
題
を
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
何
十
年
経
っ
て
も
先
生
の
よ
う
に
は
書
け
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
そ
し
て
い
つ
も
参
考
手
本
を
揮
毫
し
て
く
だ
さ
る

平
井
先
生
の
よ
う
に
“
や
さ
し
い
字
”
が
書
け
る
よ
う
に
今
後
も
精
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
昭
和
五
十
七
年　

②
十
数
回　

⑤
佳
位
・
十
一
年　

⑥
良
き
師
に
つ
き
師
の
字
を
好

き
に
な
る
こ
と　

⑧
書
塾
助
手
・
四
十
六
歳

　

ま
だ
ま
だ
先
は
長
い
ぞ
、
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の

に
、
こ
の
度
、
漢
字
部
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
、
嬉
し

さ
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
毎
週
教
室
へ
行
こ
う
と
思
わ
せ
て
下
さ
る
坂
尻

滄
石
先
生
や
教
室
の
仲
間
の
お
か
げ
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
て
、
楽
し
く
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
ご
指
導
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

①
平
成
二
十
年　

②
③
不
明　

④
準
師
範　

七
年　

⑤
準
師
範　

⑥
楽
し
ん
で
書
く
事

⑦
創
作
を
多
く
出
書
す
る　

⑧
主
婦　

六
十
四
歳

　

夢
の
様
で
す
。
諸
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
明
日
へ
の
活
力
と
な
っ
て
私
の
心
を
奮
い
立
た
せ

ま
す
。
提
出
作
品
を
選
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
、
赤
澤
豊

先
生
、
日
頃
細
部
に
渡
り
指
導
下
さ
る
山
本
響
花
先
生

の
お
陰
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

亡
き
高
野
朴
雲
先
生
も
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
講
座
生
の
頃
、

文
化
祭
で
先
生
の
力
強
い
「
龍
虎
」
の
書
に
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
が
未
だ
に
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。
教
室
の
皆
様
の
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
に
感
謝
し
つ
つ
、
皆
様
と
の
ふ
れ

合
い
の
中
で
成
長
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
、

私
自
身
の
個
性
を
加
え
た
作
品
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
平
成
二
十
七
年　

②
十
数
回　

③
二
回　

④
準
師
範
六
ヶ
月　

⑤
六
段
二
年
二
ヶ
月

⑧
主
婦

　

祝
電
を
頂
き
、
私
に
本
当
に
と
驚
き
ま
し
た
。
か
な
師

範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
部

の
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

字
を
書
く
事
が
に
が
て
で
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
少
し
で
も

坂
書
　
酒
元
　
明
美
　

坂
書
　
奥
濱
　
美
奈
子
　

宮
書
　
佐
藤
　
友
美
（
硬
筆
部
）

坂
書
　
堂
下
　
早
苗
　

雲
　
　
矢
野
　
幸
苑
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令和四年　臥龍年間賞発表
　令和三年の臥龍年間賞が決定しました。これは１月号～１２月号までの集計です。
この点数は、半紙部（楷書・行書・草書・かな）の１席３点、２席２点、３席１点）条幅部（課題・自由・臨書・
創作漢字・創作かな）の１席５点、２席４点、３席３点、４席２点、５席１点が得点となります。条幅創
作研究科（漢字・かな）の出品回数を１科につき１点加算いたします。
したがって（　）内の点数が出品回数および加算された点数となります。（例、１ケ月、漢字・かな創作両
科出品の場合２点加算）創作科は発表の月（２月号～１２月号）となります。
◇対象は漢字・かな、教範・特師範の方。（例、漢字特師範・かな師範の場合、漢字のみ加算）
◇昇級試験点数に創作研究科出品回数を加算します。漢字・かな、教範・特師範・師範試験を受験される
方はなるべく創作研究科に出品ください。
◆上位１１名と特師範上位１名の方は後日表彰（賞品発送）します。

■過去臥龍年間賞大賞受賞者（現在出品者７名）

和賀　幸恵 107(20) 小池　功逸 94(10) 髙橋　智子 78(20) 岩上　智和 69(	9)

野地　翔田 67(10) 髙根澤深幸 45(	9) 山口　美圓 25(16)

■臥龍年間賞受賞者及び上位得点表（範位は令和４年10月号現在）

順位 氏　名 教特師 得点 創研 氏　名 教特師 得点 創研 氏　名 教特師 得点 創研

1 大輪　　司 特師範 55 (　9) 坂内　葉胡 特師範 35 (　8) 柴田　響水 教範 27 (10)

2 古橋　洋舟 教範 50 (20) 青木　泰子 教範 34 (20) 土屋　紅雲 教範 27 (10)

3 中村　禮子 教範 47 (20) 中島　志光 教範 31 (	7) 登坂　時子 教範 27 (10)

4 大原　綾月 教範 43 (20) 山下　敬起 教範 31 (10) 山本　響花 教範 26 (10)

5 山下　睦未 教範 41 (10) 枝　　智子 教範 30 (19) 島田　雄泉 教範 25 (10)

6 小野　悦子 教範 39 (18) 風間　香泉 教範 29 (20) 以下略

6 佐藤　友美 教範 39 (10) 神山　和子 特師範 29 (18)

8 亀井　信子 教範 38 (　7) 川﨑　美津 教範 29 (20)

9 木村　多伊 教範 36 (20) 床井　貴子 特師範 29 (10)

9 松島　芳子 教範 36 (19) 野沢　安喜 教範 28 (20)

9 篠崎　純子 教範 36 (19) 増岡　弘子 教範 28 (20)

■臥龍年間賞大賞受賞者一覧
昭和54年 赤澤　　豊 平成２年 赤澤　　豊 平成13年 中津原軒陽 平成24年 柏𥔎　麗泉

　　55年 池谷　流外 　　３年 関根　光石 　　14年 猪又　宏孟 　　25年 北山　未晨

　　56年 関根　光石 　　４年 舘沼　天游 　　15年 平井　子晴 　　26年 髙橋　智子

　　57年 赤澤　　豊 　　５年 赤澤　　豊 　　16年 猪又　澪舟 　　27年 髙根澤深幸

　　58年 赤澤　　豊 　　６年 鈴木　源泉 　　17年 同点持越し 　　28年 小田林尚華

　　59年 赤澤　　豊 　　７年 大輪　無涯 　　18年 手塚　雲龍 　　29年 岩上　智和

　　60年 赤澤　　豊 　　８年 久津美碧洋 　　19年 廣岡　道外 　　30年 和賀　幸恵

　　61年 赤澤　　豊 　　９年 赤澤　寧生 　　20年 吉田　長子 令和元年 野地　翔田

　　62年 赤澤　　豊 　　10年 郷間　大悠 　　21年 髙橋香代子 　　２年 小池　功逸

　　63年 赤澤　　豊 　　11年 吉田　竹溪 　　22年 神長　雪華 　　３年 山口　美圓

平成元年 赤澤　　豊 　　12年 石川　子澄 　　23年 福岡　俊介 　　４年 大輪　　司
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模範級優秀作品

澄
心　

中
三　

小
野
百
々
花
さ
ん

墨
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ま
せ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
落
ち

着
き
の
あ
る
作
。 有　

　

小
五　

小
野
口　

掬
さ
ん

筆
使
い
、
文
字
の
形
、
名
前
ま
で
立
派
で
す
。

若
木　

中
三　

上
原　

葉
月
さ
ん

勢
い
の
あ
る
き
び
き
び
と
し
た
線
で
集
中
し
て
い
る
。

平
石　

小
六　

長
尾　

春
陽
さ
ん

力
強
く
丁
寧
で
す
。
字
形
も
美
し
い
で
す
。

琴　
　

中
三　

三
浦　

万
歩
さ
ん

力
ま
ず
や
さ
し
い
使
筆
で
線
も
伸
び
や
か
、
安
定
し
て

い
ま
す
。

花
笑　

小
六　

堀　
　

絃
子
さ
ん

筆
が
良
く
立
ち
、
線
が
伸
び
や
か
。
字
形
も
整
っ
て
い

ま
す
。
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千
山		

幼
年		

六
級		

島
田		

來
実
さ
ん

元
気
の
あ
る
本
文
、名
前
も
大
き
く
書
け
ま

し
た
。小
学
生
に
な
って
も
が
ん
ばって
ね
。

琴　

		

小
二		

六
級		

古
口
未
都
希
さ
ん

堂
々
と
し
た
形
と
伸
び
や
か
な
線
が
う
ま

い
。

日
里		

小
三		

六
級		

阿
久
津
沙
羅
さ
ん

い
き
お
い
の
あ
る
線
で
の
び
や
か
に
書
け

て
い
ま
す
。

い
つ
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
書
い
て
い
る
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。
（
岩
上
）

一
枚
、
一
枚
名
前
の
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
書
い
て
い
ま
す
。
集

中
力
も
あ
る
の
で
、
こ
の
調
子
で
ね
。
（
柏
﨑
）

入
会
ま
も
な
く
、
連
続
ト
ッ
プ
賞　

特
選
と
う
れ
し
い
ね
。
お
手
伝

い
も
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
楽
し
く
続
け
よ
う
ね
。
（
石
戸
）

千
花		

小
四		

一
級		

石
井　

頌
馬
さ
ん

生
き
生
き
と
し
た
線
で
伸
び
や
か
に
書
け

て
い
て
、
名
前
も
と
て
も
上
手
で
す
。

夕　

		

小
五		

二
級		
増
渕		

和
花
さ
ん

相
当
の
集
中
力
で
す
。
点
や
は
ら
い
の
方

向
に
注
意
し
て
良
く
書
け
て
い
ま
す
。

澄
心		

中
一		

一
級		

田
中		

颯
空
さ
ん

切
れ
味
の
あ
る
線
で
、
明
る
く
の
び
や
か

で
あ
る
。
心
地
よ
い
。

物
静
か
な
頌
馬
君
、
凛
と
し
た
字
に
心
の
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ご
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。
（
和
賀
）

い
つ
も
黙
々
と
一
生
懸
命
書
い
て
い
る
和
花
ち
ゃ
ん
。
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
っ

て
来
て
い
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
。
（
長
田
）

太
く
力
強
く
、
丁
寧
に
書
け
ま
し
た
。
次
は
、
名
前
の
配
置
に
も

気
を
つ
け
な
が
ら
書
け
る
と
い
い
ね
。
（
小
林
）

特　 選 （小中学生）
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優
秀
お
清
書
評

幼
・
小
一
年	

吉
田　

長
子　

評

○
若
目
田
さ
ん　

大
き
く
元
気
良
く
書
け
ま
し
た
。名
前
ま
で
上
手
で
す
。

○
西
島
さ
ん　

	

墨
を
た
っ
ぷ
り
と
つ
け
大
き
く
、
て
い
ね
い
に
書
け
ま

し
た
。

○
菊
澤
さ
ん　

素
直
な
線
で
、
名
前
ま
で
す
ば
ら
し
い
で
す
。

○
天
谷
さ
ん　

筆
の
入
終
筆
上
手
で
す
。名
前
も
上
手
に
書
け
ま
し
た
ね
。

○
佐
々
木
さ
ん	　

て
い
ね
い
に
力
強
い
線
で
書
け
ま
し
た
。
と
て
も
上

手
で
す
。

小
二
年	

大
輪　

無
涯　

評

○
清
水
さ
ん　

筆
の
使
い
方
が
う
ま
い
。
名
前
も
良
い
。

○
和
氣
さ
ん　

強
い
線
で
気
持
ち
良
い
作
。

○
須
藤
さ
ん　

し
っ
か
り
と
し
た
筆
の
使
い
方
で
す
。

○
吉
野
さ
ん　

細
い
が
伸
び
伸
び
と
し
て
良
い
。

○
大
藤
さ
ん　

形
が
良
く
力
強
い
で
す
。

○
川
上
さ
ん　

一
画
目
と
の
二
画
目
の
線
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

○
廣
木
さ
ん　

細
い
が
し
っ
か
り
と
運
筆
上
出
来
。

○
羽
田
さ
ん　

筆
の
入
り
方
が
う
ま
い
。
こ
の
調
子
で
。

○
長
久
保
さ
ん　

う
ま
く
出
来
ま
し
た
。
「
さ
」
は
最
高
で
す
。

小
三
年	

柏
﨑　

麗
泉　

評

○
三
浦
さ
ん　

力
強
い
線
で
、
一
所
懸
命
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。

○
相
良
さ
ん　

落
ち
着
い
た
書
き
ぶ
り
で
す
。

○
後
藤
さ
ん　

名
前
の
最
後
ま
で
集
中
し
て
書
け
て
い
ま
す
。立
派
で
す
。

○
川
村
さ
ん　

温
か
み
の
あ
る
線
で
、
お
だ
や
か
に
書
け
て
い
ま
す
。

○
加
藤
さ
ん(

杏)　

し
っ
か
り
と
し
た
線
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
加
藤
さ
ん(

唯)　

文
字
の
形
が
整
っ
て
い
ま
す
。

○
志
鳥
さ
ん　

形
も
整
い
、
筆
使
い
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
ま
す
。

○
赤
荻
さ
ん　

太
い
線
で
立
派
な
作
品
で
す
。

○
倉
住
さ
ん　

堂
々
と
大
き
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
宇
津
木
さ
ん　

勢
い
の
あ
る
線
で
、
転
折
が
上
手
で
す
。
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○
米
田
さ
ん　

一
画
一
画
て
い
ね
い
に
書
け
て
い
ま
す
。

四
級
～
九
級	

平
石　

彰
之　

評

○
坂
本
さ
ん　

の
び
の
び
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
髙
井
さ
ん　

一
画
一
画
て
い
ね
い
に
書
け
て
い
ま
す
。

○
渡
辺
さ
ん　

す
る
ど
い
線
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
半
田
さ
ん　

き
れ
い
な
筆
使
い
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
栗
原
さ
ん　

力
強
く
ど
う
ど
う
と
書
け
て
い
ま
す
。

小
四
年	

松
島　

美
舟　

評

○
小
野
寺
さ
ん	　

一
画
一
画
と
て
も
丁
ね
い
に
、
優
し
い
線
で
書
け
て

い
ま
す
。

○
半
田
さ
ん　

	

墨
の
色
が
澄
ん
で
い
て
、
力
み
の
な
い
素
直
な
線
が
と

て
も
き
れ
い
で
す
。

○
髙
橋
さ
ん　

	

基
本
の
筆
使
い
を
大
切
に
し
て
、
引
き
締
ま
っ
た
線
で

す
っ
き
り
書
け
て
い
ま
す
。

○
野
澤
さ
ん　

	

ふ
く
よ
か
で
し
っ
と
り
と
し
た
線
が
と
て
も
心
地
よ
く

感
じ
ら
れ
る
作
品
で
す
。

○
松
岡
さ
ん　

	

深
み
の
あ
る
線
で
じ
っ
く
り
書
け
て
い
て
、
よ
く
整
っ

て
い
ま
す
。

○
片
木
さ
ん　

	

気
持
の
入
っ
た
力
強
い
線
で
最
後
ま
で
し
っ
か
り
集
中

で
き
て
い
ま
す
。

○
道
前
さ
ん　

	

弾
力
の
き
い
た
し
な
や
か
な
線
が
と
て
も
目
を
ひ
く
作

品
で
す
。

○
関　

さ
ん　

心	

の
こ
も
っ
た
豊
か
な
線
で
落
ち
着
い
て
書
け
て
い
ま
す
。

二
級
～
九
級	

櫻
井　

素
玄　

評

○
佐
藤
さ
ん　

ゆ
と
り
あ
る
運
筆
で
明
る
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
大
野
さ
ん　

墨
量
多
く
し
っ
か
り
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
森
谷
さ
ん　

筆
の
払
い
上
手
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
数
本
さ
ん　

す
な
お
な
筆
使
い
で
ス
ッ
キ
リ
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
岩
崎
さ
ん　

字
形
良
く
美
し
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
小
船
さ
ん　

元
気
い
っ
ぱ
い
伸
び
伸
び
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
奥
田
さ
ん　

字
形
良
く
丁
寧
に
書
け
て
い
ま
す
。

○
長
澤
さ
ん　

深
み
の
あ
る
線
で
落
ち
着
い
て
書
け
て
い
ま
す
。

○
佐
藤
さ
ん　

安
定
し
た
運
筆
で
美
し
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
岩
淵
さ
ん　

無
理
の
な
い
筆
使
い
で
ま
じ
め
に
書
け
て
い
ま
す
。
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小
五
年	

平
井　

子
晴　

評

○
阿
久
津
さ
ん	　

明
る
さ
が
ひ
と
き
わ
目
立
ち
ま
し
た
。
「
件
」
縦
線

最
高
で
す
。

○
平
山
さ
ん　

	

元
気
さ
、
豪
快
、
か
つ
、
最
後
ま
で
慎
重
、
大
変
素
晴

ら
し
い
。

○
成
田
さ
ん　

芯
が
通
っ
た
厳
し
い
線
の
立
派
な
作
品
。

○
田
﨑
さ
ん　

	

横
線
の
終
筆
に
は
ち
ょ
っ
と
怖
か
っ
た
か
な
と
。
で
も
、

頑
張
っ
て
い
る
姿
が
溢
れ
た
良
い
作
品
で
す
。

○
高
嶋
さ
ん　

太
さ
細
さ
に
注
意
し
て
、
よ
く
筆
が
立
っ
て
い
ま
す
。

○
野
上
さ
ん　

	

太
さ
と
勢
い
の
あ
る
迫
力
、
他
を
寄
せ
付
け
な
い
作
品

で
す
。

○
東
郷
さ
ん　

紙
面
全
部
を
無
駄
な
く
使
い
き
り
、
名
前
も
上
手
で
す
。

○
関
口
さ
ん　

	

一
筆
ご
と
、
一
生
懸
命
に
書
く
子
供
ら
し
さ
も
あ
り
な

が
ら
、
「
件
」
の
最
後
の
余
韻
は
見
事
。

○
栗
原
さ
ん　

	

こ
れ
以
上
の
大
き
な
作
品
は
な
い
ほ
ど
テ
ト
リ
ス
の
よ

う
に
駆
使
さ
れ
て
書
い
て
い
ま
す
。

○
洞
田
さ
ん　

	

こ
ぶ
り
な
が
ら
丁
寧
な
作
品
。
お
手
本
を
よ
く
見
て
い

ま
す
ね
。

○
伊
勢
さ
ん　

	

全
体
は
細
い
の
で
す
が
、
基
本
の
筆
使
い
が
し
っ
か
り

し
て
い
ま
す
。

○
猪
俣
さ
ん　

太
さ
を
出
し
て
大
変
目
立
つ
作
品
。

○
大
垣
さ
ん　

	

「
無
」
は
傾
い
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
名
前
ま
で
中
心

を
し
っ
か
り
通
し
て
大
変
頑
張
っ
て
書
け
ま
し
た
。

○
荘
子
さ
ん　

元
気
に
の
び
や
か
に
気
持
ち
よ
く
書
い
て
い
ま
す
。

○
野
中
さ
ん　

	

少
し
か
わ
い
く
小
さ
め
に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
難
し

い
は
ら
い
も
上
手
で
自
信
を
持
っ
て
良
い
で
す
。

○
吉
田
さ
ん　

	

細
身
で
足
が
長
く
、
上
品
で
真
面
目
さ
が
伝
わ
る
て
い

ね
い
な
作
品
で
す
。

○
佐
藤
さ
ん　

	

線
が
と
て
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
中
心
も
ば
っ
ち
り

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
で
す
。

○
阿
久
津
さ
ん	　

ゆ
っ
た
り
し
た
運
筆
が
心
落
ち
着
く
作
品
で
す
。

○
多
田
さ
ん　

驚
く
ほ
ど
名
前
ま
で
上
手
で
、
期
待
大
で
す
ね
。

小
六
年	

石
川　

子
澄　

評

○
八
木
さ
ん　

一
画
一
画
実
に
丁
寧
。
墨
を
タ
ッ
プ
リ
付
け
良
い
で
す
。

○
宇
賀
神
さ
ん　

リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
、素
晴
し
い
で
す
。

○
関
根
さ
ん　

ふ
く
よ
か
な
線
で
文
字
の
形
も
美
し
い
で
す
。

弐
段
～
三
級	

吉
田　

竹
溪　

評

○
永
井
さ
ん　

字
形
美
し
く
、
筆
線
鋭
く
明
快
で
配
置
も
素
晴
ら
し
い
。

○
川
又
さ
ん　

	

本
文
、
堂
々
と
力
が
こ
も
り
、
筆
使
い
も
安
易
な
と
こ

ろ
が
な
く
立
派
。
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○
大
坪
さ
ん　

	

四
字
の
字
形
に
乱
れ
な
く
整
斉
。
横
画
は
水
平
よ
り
右
肩

上
が
り
が
望
ま
し
い
。

○
篠
原
さ
ん　

	

一
点
一
画
も
安
易
な
と
こ
ろ
が
な
く
、
高
い
集
中
力
で
書

き
上
げ
ま
し
た
。

○
阿
部
さ
ん　

	

ヨ
コ
画
の
起
筆
が
下
向
き
な
の
は
気
に
な
り
ま
す
が
、
明

る
く
大
き
く
て
よ
い
。

○
床
末
さ
ん　

	

大
き
く
明
る
い
。
「
ハ
ネ
」
の
筆
使
い
は
今
後
の
課
題
。

「
千
」
の
終
筆
が
抜
群
。

○
野
中
さ
ん　

	

四
字
の
配
置
、
字
形
、
筆
使
い
よ
く
、
堂
々
明
快
の
作
。

今
後
が
楽
し
み
。

○
福
田
さ
ん　

	

太
く
大
き
な
字
で
元
気
一
杯
。
た
だ
し
隣
の
文
字
に
重
な

る
の
は
要
注
意
。

○
菊
地
さ
ん　

	

キ
チ
ン
と
明
る
く
書
け
ま
し
た
。
横
画
は
水
平
よ
り
も
や

や
右
上
が
り
が
適
正
。

中
学
部	

水
沼　

龍
峰　

評

○
野
澤
さ
ん　

	

大
き
く
堂
々
と
半
紙
い
っ
ぱ
い
元
気
よ
く
と
と
の
っ
て
書

け
ま
し
た
。

○
瀨
畑
さ
ん　

	

し
っ
か
り
と
し
た
筆
使
い
で
温
か
み
を
感
じ
る
線
、
全
体

バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
整
っ
て
い
ま
す
。

○
川
田
さ
ん　

	

心
を
こ
め
て
て
い
ね
い
に
す
っ
き
り
し
た
文
字
で
さ
わ
や

か
で
す
。

○
山
﨑
さ
ん　

力
強
く
堂
々
と
し
た
書
き
方
で
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
石
川
さ
ん　

大
き
く
の
び
の
び
と
四
字
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
熊
谷
さ
ん　

	

文
字
の
姿
が
と
と
の
い
、
線
が
の
び
や
か
で
す
ば
ら
し
い

で
す
。

○
松
岡
さ
ん　

力
強
く
安
定
し
た
作
。
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。

○
五
味
渕
さ
ん　

紙
いっ
ぱ
い
に
の
び
や
か
、生
き
生
き
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
常
盤
さ
ん　

	

筆
の
使
い
方
が
よ
く
、
文
字
の
姿
が
と
と
の
っ
て
い
ま
す
。

名
前
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
と
れ
て
い
ま
す
。

参
段
～
九
級	

鈴
木　

源
泉　

評

○
松
本
さ
ん　

	一
字
一
字
心
を
こ
め
て
、じ
っ
く
り
と
よ
く
ま
と
め
て
い
る
。

○
奥
山
さ
ん　

	

し
っ
か
り
と
筆
を
運
び
明
る
い
作
に
な
っ
た
。
名
前
上
手

で
す
。

○
山
士
家
さ
ん	　

安
定
し
た
筆
使
い
で
伸
び
伸
び
と
書
い
て
い
る
。
す
ば

ら
し
い
。

○
谷
口
さ
ん　

	

す
っ
き
り
と
し
た
書
線
で
、
明
る
く
書
け
ま
し
た
。
良
い

作
で
す
。

○
小
川
さ
ん　

	

一
画
一
画
て
い
ね
い
に
書
い
て
い
ま
す
。
立
派
で
す
。
次

回
も
。

○
星　

さ
ん　

	

丁
寧
な
筆
使
い
で
、
安
定
し
た
作
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
も
。

○
菅
家
さ
ん　

	

筆
の
入
り
方
が
良
く
、
四
字
共
ゆ
っ
た
り
と
し
た
良
い
作

品
で
す
。

○
菊
地
さ
ん　

書
線
に
力
強
さ
が
、
こ
も
り
ど
う
ど
う
と
書
け
て
い
ま
す
。
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硬 筆 科 優 秀 賞
 

硬　

筆　

科 

小
一
年
～
中
学
部 

平
石　

彰
之　

評

○
大
堀
さ
ん　

し
ん
ち
ょ
う
せ
ん
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
川
口
さ
ん　

ま
よ
い
な
く
し
っ
か
り
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
青
木
さ
ん　

形
よ
く
て
い
ね
い
に
書
け
て
い
ま
す
。

○
青
山
さ
ん　

お
手
本
を
し
っ
か
り
見
て
書
け
て
い
ま
す
。

○
篠
原
さ
ん　

一
画
一
画
強
い
線
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
押
久
保
さ
ん　

や
わ
ら
か
い
線
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
菊
澤
さ
ん　

右
上
が
り
の
角
度
が
し
っ
か
り
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
加
藤
さ
ん　

入
り
方
し
っ
か
り
と
最
後
ま
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
平
山
さ
ん　

お
お
ら
か
で
余
裕
を
持
っ
て
書
け
て
い
ま
す
。

○
森
田
さ
ん　

す
っ
き
り
し
た
線
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
大
森
さ
ん　

縦
の
流
れ
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
後
藤
さ
ん　

	

漢
字
と
平
仮
名
の
大
小
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
け
て

い
ま
す
。
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令
和
四
年
　
秋
期

模
範
級
合
格

お
め
で
と
う栃木県・上松山小六年 馬県・群馬大附属小六年 栃木県・上三川小五年 栃木県・岡本北小五年

長　岡　燈　音 後　藤　桃　子 川　上　透　麻 高　山　　　晃
平石彰之先生 角田大壤先生・小髙心鏡先生 柏﨑麗泉先生 大嶋明子先生

栃木県・岡本小六年 栃木県・作新学院小六年 宮城県・佐沼小学校六年 栃木県・上三川北小六年 栃木県・石橋小六年
福　田　百　音 村　上　かれん 伊　藤　佑　奈 平　田　明佳里 川　村　徠　剛

加藤栄舟先生 長田裕里先生 猪又宏孟先生 柏﨑麗泉先生 川﨑美津先生

群馬県・群馬大附属中二年 栃木県・藤岡中三年 栃木県・植野小六年 宮城県・佐沼小学校六年 栃木県・氏家小六年
石　原　敬　葵 山　崎　　　涼 金　子　芽　生 森　田　楓　都 小　菅　あかり

角田大壤先生・小髙心鏡先生 小林香風先生 髙橋綾子先生 猪又宏孟先生 平石彰之先生

栃木県・藤岡中三年 栃木県・石橋中二年 宮城県・米山中学校三年 栃木県・宇都宮東高附属中一年 栃木県・豊田中三年
今　関　咲　來 髙　山　紗　希 栗　原　汐　璃 大　塚　春　奈 小　島　菜　愛

小林香風先生 和田秀悦先生 猪又宏孟先生 和賀幸恵先生 松島浩泉先生

栃木県・石橋中三年 栃木県・上河内中一年 栃木県・鬼怒中二年 栃木県・益子中三年 栃木県・西方中三年
鈴　木　慎　朔 小　林　春　葵 釜　島　理　緒 田　代　愛　美 大　里　美　穂

柏﨑麗泉先生 櫻井素玄先生 渡邉房子先生 山口美圓先生 荒木幹夫先生・中村恵美子先生

栃木県・小山中三年 栃木県・南那須中三年 栃木県・烏山中二年 栃木県・国分寺中三年 栃木県・氏家中三年
吉　川　遥　賀 渡　邉　　　錬 齊　藤　成　実 安　達　美　月 関　　　志　生

松島浩泉先生 平石彰之先生 磯　東舟先生 菊地芳子先生 平石彰之先生
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昇級試験合格の記念に段級証をお薦めします。
もくろくに、①その段級になった臥龍誌の年月号　②学年
　　　　　　③受ける段級　④お名前　を記入します。
　　模範級（小・中学生）　３，８００円
　　段級証（小・中学生）　１，６００円
　　送料　①筒入り（送料込み５００円　必ず一本一枚）プラス
　　　　　②臥龍会本部で受取る
　　送金は現金書留（振替も可）※お電話でのお申し込みはご遠慮下さい。

栃木県・阿久津中二年 栃木県・藤岡中三年 栃木県	横川中三年 群馬県・南橘中三年 栃木県・藤岡中三年
大　野　友　楓 松　本　　　絆 鈴　木　希　美 捧　　　未　結 小　林　姫　梨

加藤榮舟先生 小林香風先生 鈴木和美先生 角田大壤先生・小髙心鏡先生 小林香風先生

栃木県・大沢中一年 栃木県・西方中三年 栃木県・北高根沢中三年 栃木県・河内中三年 栃木県・藤岡中三年
村　山　　　芽 平　向　弘　汰 田　代　隼　也 木　島　來　夢 須　藤　星　成

石戸松波先生 荒木幹夫先生・中村恵美子先生 加藤榮舟先生 平石彰之先生 小林香風先生

栃木県・北高根沢中三年 栃木県・陽西中二年 栃木県・宇都宮大附属中二年 栃木県・作新学院中二年 栃木県・今市中二年
見　目　海　斗 髙　田　菜　摘 小　倉　奏　樂 柴　田　美　優 榊　　　姫　花

加藤榮舟先生 平井子晴先生 齋藤信代先生 長田裕里先生 大関都史先生

栃木県	横川中三年 茨城県・総和南中三年 栃木県・西方中三年 栃木県・佐野南中三年 栃木県・西方中三年
深　田　楓　夏 藤　澤　佑　月 駒　場　悠　太 金　子　彩　香 早　川　結　彩

鈴木和美先生 高嶋祥泉先生 荒木幹夫先生・中村恵美子先生 髙橋綾子先生 荒木幹夫先生・中村恵美子先生
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